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  第一章　いのちの川


  



  ヨハネによる福音書七章三七～三九節に鍵となる御言葉が見つかります。


  
    「さて、祭りの終わりの大いなる日に、イエスは立って叫んで言われた、『だれでも渇いている者は、わたしに来て飲むがよい。わたしを信じる者は、聖書が言っているように、その人から生ける水の川々が流れ出るであろう』。しかし彼はこれを、彼を信じる者たちが受けようとしている御霊について言われたのである。イエスはまだ栄光を受けておられなかったので、御霊はまだ与えられていなかったからである。」

  


  この段落にある、「生ける水の川々」という句に特に注意を払いましょう。


  この句に関連する聖書の他の箇所を示したいと思います。


  最初は、創世記二章十節です。


  
    「一つの川がエデンから出て園をうるおしていた。そしてそこから分かれて、四つの川となっていた。」

  


  次はエゼキエル書四七章一節です。


  
    「彼は私を宮の入り口に連れ戻した。すると見よ、水が宮の敷居の下から東の方へと流れていた。宮の正面が東に向いていたからである。その水は祭壇の南、宮の右側の下から流れていた。」

  


  この章に目を通して、この川の詳細を思い出してください。


  そこから再びヨハネによる福音書にやって来ます。四章十四節


  
    「しかし、わたしが与える水を飲む者はだれでも、決して二度と渇くことがない。わたしが与える水は、その人の内で泉となって、永遠のいのちへとわき出るのである。」

  


  最後は黙示録二二章一、二節です。


  
    「そして彼は、水晶のように光り輝く命の水の川を私に見せた。それは神と小羊の御座から出て、通りの中央を流れていた。その川のこちら側にも向こう側にも命の木があって、十二の実を結び、毎月実を実らせた。その木の葉は諸国民のいやしのためにあった。」

  


  「生ける水の川々」。このイエスの御言葉に関するヨハネの注釈――この注釈は、イエスがその御言葉を語られたずっと後に記されたものであり、使徒の長きにわたる豊かな経験がその背景にありました――は、「彼はこれを、彼を信じる者たちが受けようとしている御霊について言われたのである。イエスはまだ栄光を受けておられなかったので、御霊はまだ与えられていなかったからである」でした。この注釈の最初の部分は、聖書全体における川々の意味と性質について鍵を与えます。それは聖霊です。先ほど示した川々と泉、泉と流れる水に関する引用をすべて聖霊の象徴として受け取るなら、神の御旨をいとも容易にはっきりと知ることができます。


  



  ご自身の民に対する神の意図


  



  最初に、これはご自身の民に対する神の御心であり、御心に反するものではありません。神の意図は、聖霊が「生ける水の川々」のようになることです。これが神の御心です。これ以外のことは神の御心に達しないか、御心に反するかのいずれかです。聖書はこれで始まり、これで終わります。ある意味、全聖書はこれに集約されます。神の御旨、神の御心は、生ける水の川々が意味するところのものです。すなわちこれはみな、与えることを願う神の偉大な性質を表しているのです。これを神の「気前よさ」と言えるでしょう。神は与えることを願う御方、その性質が与えることであり、豊かに与えることである御方として描かれています。これは信仰によってとらえるべき、神に関する単純な基本的事実です。


  暑い国に出かけて観光をする時、水を見つけることが時々必要になります。これに関して長い経験があるなら、水を求めて探しに出かけはしません。目を上げて新緑や葉の茂みがある所を見れば、水は遠くないことがわかります。ですから、青々とした葉の茂みを探します。そうすれば、ほぼ確実に水の流れが見つかります。主が実際にどこにおられるのか、あるいはどこにおられたのかは、いわば霊的新緑によって、みずみずしさによって、葉の茂みによって、常に言い当てることができます。主はこのような形でご自身のしるしを残されます。それは主の性質であり、主の性格そのものなのです。


  このように、これが神の御心です。私たちが読んだ聖書の箇所から、神の御心に関して他にもわかることがあります。それはとても単純です。個々の信者に対する神の御心は次のとおりです、「だれでも渇いている者は、（中略）だれでもわたしを信じるなら、その人から生ける水の川々が流れ出るであろう」。ここの「だれでも」は単数形です。私たち一人一人に対する神の御旨は、私たちから生ける水の川々が流れ出ることです。この個人的な面は、スカルの井戸で主が女と話された会話の中にとてもはっきりと述べられています。「わたしが与える水は、その人の内で泉となって、永遠のいのちへとわき出るのである」。


  しかし、これは教会に対する御旨でもあります。私たちは黙示録の最後の数章で、「通りの中央」に水が流れている都を見ます。もしこれが、まさに私たちが信じているように、教会の象徴的表示だとすると、教会に対して神が最後に示された幻は、この豊かな流れ、この奔流、このいのちの水の川が、教会から諸国民に向かって流れて行くことです。これを成就するために神は常に働いておられるのです。そして、教会全体に普遍的に言えることは、もちろん、その各地の表現にも言えます。ご自身の民からなるすべての団体に対する神の計画は、彼らがどこにいても、彼らから生ける水の川々が流れ出ることです。黙示録と創世記には対応関係があります。創世記には、主なる神が園を植えられたことが記されています（創世記二・八）。黙示録にはこう記されています、「勝利を得る者に、私は神のパラダイスにあるいのちの木から食べさせよう」（黙示録二・七）。黙示録の最後の数章は、いのちの水の川のほとりにあるいのちの木を私たちに見せています。こういうわけで、創世記の中の園は教会の予表であり、神のパラダイスの予表です。神の永遠の御旨は、彼の川々が園から流れ出ることなのです。


  



  流出は流入の秘訣


  



  これをはっきりと理解しましょう。もし私たちが、個人的に又は団体的に、地元において又は普遍的に、生ける水の川々の流出を失うなら、私たちは自分の存在意義を失います！この流出という点は大事に守られなければなりません。危険なのは、個人的だけでなく団体的にも、内にこもること、自分自身に向かうことです。人々を集めようとすることや、どこかを満員にしようとすること、集めて何かをしようとすることのために、なんと膨大なエネルギーが費やされ、なんと多くの活動や企てなどがなされていることでしょう！人々をどこかへ連れて行って何かを建てあげるために行われている、ありとあらゆる催し物や取り組みをご覧なさい。これが一般的な方法ではないでしょうか？実に、これ以外の方法は知られていないかのようです。しかし、これは神の方法ではありません。これが神の命令だったことは決してありません。聖書の中にこのようなことは見いだせません。神の方法は、「注ぎ出しなさい。そうすれば受けます。あなたが注ぎ出したものは戻ってきます」です。


  一九五四年にロンドンでマルチン・ルターの映画が上映される前、かの偉大な芸術家レオナルドダビンチを描いた映画が上映されました。その映画は終盤、彼が生涯の最後に取り組んだ仕事を描いていました。晩年、彼がほとんどかかりっきりだったのは、水、水、水――激流となって恐ろしい力で打ち寄せる洪水・奔流――でした。これが彼の芸術的想像力をとらえ、彼の筆を走らせたのです。しかし、（特にこの今回のテーマを心にとめていたので）私に感銘を与えたのは次のことでした。すなわち、激流となって大量に流れ出し、溢れ出す水は、ある一定の限界に達すると、反転し、幾重にも連なりあった大波となって、同じ力で戻って来るのです。その美しい光と影、渦や旋回といったものすべてが、どのように一人の芸術家の想像力をとらえたのか、理解するのは容易です。しかし、これから私に思い浮かんだのは、「十分強い力で十分な量を注ぎ出すなら、注ぎ出したものは戻ってくる。溢れ流れる大波となって、すべて戻ってくる」ということでした。


  主はこれを別の言い方で述べておられます、「与えなさい、そうすれば与えられます」。主はさらに続けて言われました、「彼らは量りをよくし、押し込み、ゆすり入れ、あふれるほどに、あなたたちの懐に入れてくれます」（ルカ六・三八）。これが神の原則、いのちのための原則であることがわかるでしょう。あなたは受けることを欲しておられるでしょうか？豊かさを欲しておられるでしょうか？拡大を欲しておられるでしょうか？「いのちの水の川々」が意味するものすべてを欲しておられるでしょうか？これは与えることから来ます。これは注ぎ出すことの見返りなのです。もちろん、あなたは注ぎ出すもの、与えるものを何か持っていなければなりません。しかし、これは私たちを神の御旨とこの御言葉に連れ戻します。ヨハネのことを思うと、私はとてもうれしくなります。この老人は、務めと働きと奉仕の長い生涯の後、最後に主イエスのこの御言葉を取り上げて、「主が言わんとされたのは、これです！」と言いました。これが意味するところをすべて読み取ってください。何年も与え続けて、今おそらく欠乏の中にあるであろう一人の老人（無駄に力を費やしたものだ、とあなたは思うかもしれません）が、最後の最後に、「これがイエスが言わんとされたことです！聖霊は信者の中で生ける水の川々のようになって注ぎ出ます」と言っているのです。願わくは神が、私たちをついにはこうならせ、決して渇かないようにしてくださいますように。


  これが主の御心であり、奉仕の真の性質です。これが人生の秘訣です。もし自分の殻にこもるなら、私たちはおしまいです。しかし外に向かって、与えることのできるものをいつも主に求めているなら、その結果は豊かさと拡大です。これが人生の秘訣です。これが奉仕の秘訣です。エルサレムでいのちの水の川が流れだしたペンテコステの日以来、「与えること」が皆の特徴でした。ペテロとヨハネは宮に上り、施しを求める足萎えの男を見て、「金銀は私にない。しかし、私の持っているものをあなたにあげよう」と言いました（使徒三・六）。初期の教会を特徴づけていたのは与えようとする性格です。なぜなら、いのちの水の川が流れ出ていたからです。


  トマス・アキナスと、彼と同時代に法皇だったイノセント二世について、こういう話が伝えられています。ある日のこと、トマスは法皇のところに出かけて、法皇が莫大なお金を数えているのを見つけました。法皇は言いました、「見るがいい、トマスよ。教会はもはや、『金銀は私にない』と言うことはできない」。トマスは悲しそうに答えました、「おっしゃるとおりです。教会は『起きあがって歩け』と言うこともできません」。


  人生と奉仕の真の秘訣は、与えることの効力にあるのであって、受けることによるたんなる自己満足にはありません。もし私たちが、個人的に又は団体的に、自分の殻にこもろうとするなら、万事は人為的なものになるでしょう。すなわち、自分たちですべてを行わなければならなくなり、ありったけの知恵と機知を用いざるをえなくなるでしょう。しかし、与える性格、注ぎ出す性格、他人の益を求める性格が私たちにあるなら、万事は人為的ではなく、自然なものになるでしょう。


  



  生ける水の特徴


  



  さて、これまで述べてきたことはみな、機能と関係があります。御霊の機能、教会の機能、個々の信者の機能は、注ぎ出された神の豊かさとなることです。この生活、この務めについて、すなわち水としての御霊の特徴について、もう少し述べることにします。この特徴はとても単純です。その水の定義は、生きている水である、ということです。信者の生活の効能、教会の地域的・世界的効能は、いのちの状態を創り出すこと、「生き生きとした状態」に向かって進むことです。そして、常にこれが試金石です。常にこれが真理の証拠です。真理の究極的証拠は、合理的であることではありません。私たちは真理を論じ尽くせませんし、議論によって自分たちの正しさを人に納得させることもできません。真理の究極的証拠は活力です。たとえ真理であっても、その究極的証拠はそれ自身にあるのではなく、その効力にあります。真理の効力は常にいのちとなります。いのちと真理は共に進みます。あることが正しいかどうかを決めるのは、結果として生じる状態が「生き生きとしている」かどうかです。私たちの存在、私たちの人生の総計は、他の人々が生かされ、生き生きとした状態――いのちの状態――が創り出されることでなければなりません。これが主の御旨です。


  川のもう一つの証拠は豊穣さです。聖書全体にわたって紹介するまでもなく、すぐに該当個所が思い浮かぶでしょう。豊穣さは生ける水の主要な特色・特徴です。「死せる水」とも呼べる、生きていない水の例が、聖書の中に少なくとも一つあります（列王下二・十九～二二）。その水にはある要素が欠けていたため、熟する前に実はすべて落ちてしまいました。達すべき目標・目的に達したものは一つもありませんでした。それは死せる水でした！エリコの人々は「ここの水は悪い」と言いました。預言者はその状況を正常化しました。


  私たちは何を与えているのでしょうか？死せる水でしょうか？そしてその結果、何事も進まず、何事も完成せず、何事も実を結んでいないのでしょうか？そのようなことは神の御旨ではありません。生ける水が意味するものは豊穣さであり、産出と再生産であり、豊かさです。「川の岸に非常に多くの木があった」（エゼキエル四七・七）。「非常に多くの木」です。神の御旨は、あなたや私が世を去る時、多くの「木」すなわち多くの人々の人生の中に、一つの証しを残すことです。その証しとは、神はこのような形で働いて、この水が私たちを通して多くの人々に及んだ、というものです。これもまた、個人的・団体的に言えなければなりません。


  それから新鮮さです。生ける水は新鮮な水です。毎月実る木の実は新鮮さを表していないでしょうか？まるで、何ものも古びることを許されていないかのようです。老年や「古さ」が予見・予期されていたのに、古さが感知される前に、何か新鮮なものが生じたのです。


  新しさや刷新についてのこの同じ原則を示す他の描写・比喩が聖書中にあります。「鷲のように翼をかって上る」、「走ってもたゆまない」、「歩いても疲れない」。ご存じのように、これらの御言葉は、「若者も疲れ、たゆむ」（イザヤ四〇・三〇、三一）から始まります。ですから、これは何か不自然なことです。人は走ってもたゆまないこと、歩いても疲れないことを若さに求めます。しかしここに、それとは異なる何か、それに勝る何かがあります。全行程にわたって新しさ、新鮮さ、刷新があるのです。「主を待ち望む者は新たな力を得る」。これは信仰によって理解すべきものとして、私たちに与えられています。


  さらに、永続性です。御言葉は「生ける水の川々」です。大きな川には大いなる耐久性があります。私はユーフラテス川とチグリス川を見たことがあります。その起源は創世記二章十節に述べられています。この二つの川では、なんと膨大な量の水が流れ下っていることでしょう。凄まじい力であらゆるものを流し去り、進路に立ちはだかるものを何一つ許しません。それはいつまでも持続し、抗えません。これを象徴からその実体に移すと、もちろん、聖霊がこのような御方であることがわかります。聖霊は絶えず進み続ける生ける水の川々です。しかし、憶えておいてください。聖霊は私たちの中に宿らなければなりません。次に、聖霊は私たちの内側から流れ出なければなりません。これを実現するために私たちは真に召されているのです。私たちを前進させるために何度も何度も繰り返される聖霊の刷新のゆえに、神に感謝します！聖霊の永続性のゆえに神に感謝します！もし聖霊がおられなければ、私たちはどうなっていたでしょう？この永続性がなければ、今日私たちはどこにいたでしょう？聖霊は私たちを訪問してくださり、さらに訪問してくださいます。


  もう一つのことを述べましょう。川のほとりにある、健康を与える木々の存在についてです。「その木の葉は諸国民のいやしのためであった」。ここに、健康を与える性質を持つ、生ける水があります。健康な状態をもたらす聖霊の働きについて、御言葉はなんと多く述べていることでしょう！これだけでも多くの時間を費やせるでしょう。聖霊は、ご自身の方法を取るとき、常に健康な状態を生じさせられます。聖霊が自由な道を取る時、教会を悩ます霊的病や疾患は除き去られます。不健康な状態は、聖霊がどこかで妨げられていることをまさに示唆します。この神のいのちの豊かさは、私たちを共に活気と活力に満ちた健やかな民にします。


  それから、「一つの川がある。その流れは神の都を喜ばせる」（詩篇四六・四）。その川による喜びがあります。


  



  要求


  



  さて、これはみなとても単純であり、始まり、基礎にすぎません。しかし、これは要求であり、実に非難ですらあります。これはあなたを責めないでしょうか？これは私の心を責めます。これは私に迫り、私に命じます。これは言います、「これが主の望んでおられることであり、主が備えてくださったことです。これが、ご自身の道を行く時に主がなさることです」。しかし、私はあなたに主ご自身の御言葉を示しましょう。主は「わたしを信じる者はだれでも」と仰せられます。これは信仰への挑戦です。あなたは、これが自分に対して可能である、と信じるでしょうか？あなた自身についてです。これはたんなる一般論、美しい壮大な観念にすぎないのでしょうか？これはあなたの脇を通り過ぎているのでしょうか？これが自分に対して実現される可能性を、あなたは理解することも、考えることもできないのでしょうか？主イエスはあなたに向かって個人的に、「わたしを信じる者は……」とはっきりと語りかけておられます。あなたは渇きを感じておられるでしょうか？渇いておられるでしょうか？信仰はその状況を変えることができます。神が言われたことを信じる信仰です。これは信仰によって握るものであり、あなたが信仰によって握るべきものです。「わたしを信じる者は、その人から生ける水の川々が流れ出るようになる」。


  さらに、先に述べたように、この要求は次のことを意味します。すなわち、もしこの要求が主の民である私たちについて個人的・団体的に満たされないなら、主の民であるという私たちの主張は根拠を欠くことになるのです。黙示録の冒頭にある、アジアの諸教会に対する主の要求や叱責の核心はこれだと思います。うぬぼれと自己満足と自己充足に陥ってしまった教会や、別の形で内にこもってしまった教会がありました。主の要求は、「生ける水の川々が流れ出ていない」ということを意味していたようです。主は言われます、「生ける水の川々が流れ出ていないなら、『自分たちは教会であり、神の民である』というあなたたちの主張には根拠がないことになります」。しかし、慰めと励ましがあります。神がこれをご自身の御旨として示し、これを私たちの存在意義そのものとし、御霊を与えて確かに備えをしてくださった以上、これは可能です。これは可能なのです！


  私は信じていますが、これを新たな形で主の民の間に回復することを主は願っておられます。しかし、私たちは常に自分たちの根拠を確信していなければなりません。「主の意図はこれなのでしょうか、主の意図・御旨がこれであることを私たちは本当に示せるのでしょうか」という一点について、私たちは確信していなければなりません。これが神の御旨であることを完全に確信できさえするなら、私は進むことができます。真に前進することができます。そして、確信を持つべき根拠が存在します。主はかぎりなく「与える」神であって、ちまちまと与える神ではないこと、主は私たちを通してご自身を注ぎ出すことを願っておられ、私たちを通してただひたすらご自身を注ぎ出すことを願っておられることを、主は示しておられます。「その人から生ける水の川々が流れ出るようになる」。これが主の願いです。どうか私たちの共同の黙想が、この結果をもたらしますように。干上がった水路はみな満たされ、乾いた土地はみな潤され、霊的干潮はみな満潮に場所を譲りますように。私たちは個人的にも団体的にも自分が全く取るに足りない民であることを知っていますが、それでも、主はこの道を歩まれるということが新たに知れわたりますように。「国々や地の果てにも届くほど、水の量が増し加わることは可能である」と言っても、言い過ぎではありません。それは主が私たちにあってなさることのためです。これが現実となるよう、信仰にとどまりましょう。


  



  第二章　川と宮


  



  さて、聖書の中で最も難しい書に向かうことにしましょう。とはいえ、私の心にとって、この書は最も豊かな書の一つです。それはエゼキエルの預言書です。まず最初に、一章の一、四、五ａ、十五、十六、二〇、二二、二六節を読みましょう。次は四七章です。四七章は四六章から直接続いていることに気をつけてください。四七章の最初の節「彼は私を宮の入口に連れ戻した」は、私たちを宮に先立つものに連れ戻します。著者は続けます、「すると見よ、水が宮の敷居の下から東の方へと流れていた。宮の正面が東に向いていたからである。その水は祭壇の南、宮の右側の下から流れていた」。それから、この章の残りの部分を見てから、最後の章である四八章を見る必要があります。先に進むにつれて、これらの御言葉をすべて参照することになるでしょう。


  今回の黙想の鍵である句を思い出しましょう。ヨハネによる福音書七章三七節、「さて、祭りの終わりの大いなる日に、イエスは立って叫んで言われた、『だれでも渇いている者は、わたしに来て飲むがよい。わたしを信じる者は、聖書が言っているように、その人から生ける水の川々が流れ出るであろう』。しかし彼はこれを、彼を信じる者たちが受けようとしている御霊について言われたのである。イエスはまだ栄光を受けておられなかったので、御霊はまだ与えられていなかったからである」。


  「生ける水の川々」。エゼキエル書に来るとき、私たちは一つのことに関してはっきりとしていなければなりません。それは、エゼキエルの預言は今の私たちのために私たち自身の時代に対するメッセージを含んでいるということです。また、そこには興味深い助けになる小さな断片が含まれているだけでなく、私たちに対する神のメッセージが込められているということです。さて、エゼキエル書が今日的価値を持つことが真実だとするなら、その価値は霊的価値をおいて他にありえません。この書には多くの歴史、多くの預言が記されています。エゼキエルが務めをしていた間、預言は成就しつつありました。しかし、これらの預言が歴史的に解釈されるにせよ、予言的に解釈されるにせよ、あるいは霊的に解釈されるにせよ、いずれにせよ、歴史や象徴は霊的なものの一時的な表現にすぎないことを認識することがとても重要です。これはいかなる場合にも言えます。私は預言解釈の様々な異なる学派を知っています。様々な学派があることを知りつつ、私はこれを言うのです。いかなる場合にも、霊的なものが存在します。霊的なものこそ、肝心なのです。歴史的出来事は生起し、過ぎ去ります。預言は文字どおり成就するかもしれませんし、あるいは成就しないかもしれません。しかし、霊的なものは永遠であり、本質的です。ですからエゼキエル書には、原理的・霊的な形でこの時代に広く行われている事柄に対する、想像上ではない真実の描写が見いだされます。先に進むにつれて、これを見ることになるでしょう。これを明らかにするのは難しくないだろうと思います。


  



  御座とつながっている川


  



  さて、エゼキエルは「神の幻を見た」と言いました。ですからこう尋ねましょう、彼は何を見たのでしょう？彼は天が開かれるのを見ました。開かれた天を通して、彼は一つの御座を見ました。御座の上には人のようなものが座していました。それは天においてでした。次に、彼は天と地の間に何かを見ました。火と「生きもの」と車輪によって象徴されている、この世界における御座の行政の執行手段です。その先は、例証、比喩、しるしと共にメッセージがずっと続きます。それから、宮、川、相続地の割り当てがあります。最後は都であり、結語は「主がそこにおられる」です。さて、このように単純で大まかな概略でも、識別力のある人なら、これがたんなる歴史や現世的物事以上の何かと関係していることを認識するのは難しくないでしょう。明らかに、霊的に重要な事柄がここに記されているのです。


  この学びでは、私たちはおもに川に、「生ける水の川々」に関心を払います。しかし、川だけを抜き出すことは不可能です。川はそれ以外のすべてのものとつながっているからです。川は御座とつながっています。川は宮とつながっています。川は宮から出てくるからです。川は土地とつながっています。川は土地を潤すからです。ですから、川がこうした他のものとつながっていることを見ないかぎり、私たちは川の価値や意義を認識することも、理解することも、知ることもできません。


  ですから、御座と宮につながっている川について見ることから始めましょう。観念的描写や抽象的思想を理解しそこなわないように、「生ける水の川々」に関するイエスの御言葉に対するヨハネの注釈をもう一度思い出してもらいましょう。主はこれを聖霊について言われました。象徴を用いていますが、私たちが話題にしているのは確かに御霊です。ヨハネのこの注釈は、エゼキエル書のこの箇所に記されていることの近くに私たちを導きます。ご存じのとおり、ヨハネとその福音書は「生きもの」の一つの様相を帯びています。ヨハネが示しているのはケルビムの「鷲」の面です。これについては後で見ますので、今は立ち入りません。今のところ大事な点は、ヨハネのメッセージはエゼキエル書に記されていることと密接な関係があるということです。これが出発点です、「彼はこれを、彼を信じる者たちが受けようとしている御霊について言われたのである。イエスはまだ栄光を受けておられなかったので、御霊はまだ与えられていなかったからである」。川を持つには、まず初めに、御座に座す人のもとに来なければなりません。ヨハネは注釈の中で「イエス」という名を選んで使っていますが、これは直ちに、この包括的なすべてを支配する驚異と現実──人に関する神の御旨──を伝えます。神の御旨は、一人の人が御座に座すこと、「人のような姿をしているものがその上に座」すことです。ヨハネは「イエスはまだ栄光を受けておられなかった」と言っていますが、ここでヨハネはイエスという彼の人性の称号、彼の人としての名前を選んで用いています。


  これから次のことが言えます。人に関する神の御旨（まず人なるキリストに関して、次に一般の人に関して）は、神の豊かさが人を通して注ぎ出され、その嗣業すべてに至ることなのです。これを考えてみてください。神は、ご自身を注ぎ出して、彼のあらゆる豊かさを彼の嗣業に至らせることを定められました。人を通してです！これは素晴らしいです！エペソ人への手紙一章二〇節、「神はキリストの内に働いて、彼を天上でご自身の右に座らせ、すべての支配、権力、力、主権、そしてこの時代ばかりでなく、来たるべき時代においても唱えられるあらゆる名を超えて、はるかに高くされました。また神は、万物をキリストの足の下に服従させられました」。ここに、御座に座す人が示されています。「そして彼を万物の上にかしらとして教会に与えられました。教会はキリストのからだであり、すべての中ですべてを満たしている方の豊満です」。さて、これに関してエペソ人への手紙に何が記されているのか、おわかりになったでしょう。第一に、御座に座すキリストです。次は宮、すなわちキリストのからだである教会です。教会は一人の新しい人であり、キリストをかしらとする団体的な人です。そして、彼の豊かさ、生ける水の川々が、キリストから教会に流れ込み、教会を通して流れ出ます。


  



  宮とつながっている川


  



  川について評価・理解するには、エゼキエルが宮に関して明示している他の事柄を認識しなければなりません。なぜなら、宮は川とつながっており、川は宮とつながっているからです。これはとても素晴らしいです（これについては別の機会に他との関連で触れることにします）。エゼキエルが示すとおりにこの宮を描くと、まず宮の広大な敷地があります。この敷地は正方形であり、どの辺も同じ長さです。この広大な敷地の中に入ると、宮の外庭があり、次に宮の内庭があり、それから固有の大きさを持つ宮本体があります。さて、敷地全体の正方形に注目してその対角線を引くと、全体の中心、対角線の交点には何があるでしょう？そこには祭壇があり、祭壇から川が発します。今は祭壇を後にします。これは別の問題だからです。しかし、川は万物のまさに中心から発することがわかります。川は中心であり、それゆえ、万物とつながっており、万物に至ります。川は万物に関して働いておられる聖霊です。


  



  （Ａ）宮の啓示


  



  さて、エゼキエル書を見ましょう。最初に、宮を啓示する御霊が登場します。エゼキエルの預言の中で御霊がどれだけ頻繁に述べられているかはご存じでしょう。御霊が絶対的に支配しておられます。すべては御霊によります。「御霊が私を高く上げられた」、「御霊が私を引き上げられた」、「御霊が私を連れ去られた」。これはみな御霊の働きです。ですから最初は、宮を啓示する御霊です。


  いのちの豊かさの真の意味を知ってその中に入り、それを現して、表現するには、神の宮をはっきりと見ることが必要です。聖霊は第一に神の宮と関係があります。神の宮のために聖霊は来臨されました。神の宮こそ、この経綸における御霊の目的です。この経綸の目的から逸らされないよう注意しなさい！未来や他の事柄に関して、他にもありとあらゆる種類の興味深いことや魅力的なことがあります。それらは聖霊の今日の目的ではありませんが、人々はこうした脇道や脇見に夢中になっています。彼らはこうした事柄に占有されており、この経綸における御霊の特別な動きの路線から逸らされています。御霊の目的は教会、神の宮です。神の宮という御霊の目的と一致しないなら、御霊の豊かな流れの真価や恩恵にあずかることはできません。これを理解してください。


  これはもちろん、他の多くのことと関係しています。しかし、最初の動きは御霊が神の僕に宮を示されることです。この経綸における御霊の目的を理解することは、とても重大なことであり、とても重要なことであり、とても決定的なことです。他のことはみな、できるだけこれと一致しなければなりません。神のための働き、尊い働き、良い働き、立派な働きも、もしそれ自身が目的となり、中心となり、肝心な目的と無関係になり、この経綸における御霊の全き御旨の一部ではなくなってしまうなら、主が知らせたいと願っておられる御霊の豊かさも、この経綸に属するこれらの御霊の働きも、知ることができなくなってしまいます。


  



  （Ｂ）宮の測量


  



  二つ目の点は宮の測量です。なんと多くの詳細があるのでしょう！最も小さな部分もすべて測量され、その上にしっかりと寸法が記されます。御霊は神の宮を詳述し、神の宮の偉大な観念を詳細に示されます。ところで、たとえば使徒パウロのように、教会に関する偉大な思想、観念、知識を得ることは意味のあることです。しかしパウロですら、教会の些事にまで立ち入っています。しかも、ごくごく小さなことと思われるようなことにまでです。しかし、それらが宮と関係している以上、小さなことではありえません。神の宮を構成する人々の生活の中には、「私的な」ことや他の領域に属するものは何もありません。細かな点がすべて重要なのです！なぜ一つの場所にとどまって時間を費やし、ひたすらあちこちの小片に注意を払い、測量してその寸法を記すために多く労するのでしょう？なぜ、全部まとめて、「全体はとても大きい」とだけ言わないのでしょう？しかし、御霊は小さなことに配慮されます。御霊は注意深いのです。御霊はすべてを考慮されます。御霊は何も見落とされません。主の民との関係に関して、主の御旨と主の関心に関して、たとえ私たちが不注意でだらしなくても、聖霊はそうではありません。もし私たちが不注意なら、私たちは御霊を妨げ、御霊を制限してしまいます。そして、御霊はいのちの霊ですから、私たちは自分自身のいのちを傷つけることになります。


  偉大な建築家であるパウロは、生活のすべての領域にわたって、多くの詳細を取り扱います。あるいは、御霊がパウロを通してそうされた、と言ってもいいでしょう。私たちは神の御言葉に来なければなりません。これはとても重要です。聖書を読みなさい。注意深く読みなさい！「様々な形で明らかに聖書に反している、善良なクリスチャンたちをよく見かける」と私はこれまで何度述べてきたでしょう。聖書が述べているのと全く反対のことが行われているのです。なぜでしょう？彼らはよく考えてそうしているのではありません。彼らは聖書を読んでいないのです！聖霊は御言葉を与えてくださいました。そして、聖霊はその一つ一つをねたむほど重んじておられます。あなたや私が真に聖霊の統治下にあるなら、細かく点検されるでしょう。神はほむべきかな。彼は私たちの内側におられ、細かな点にも配慮できるようにしてくださいます。


  



  （Ｃ）宮の秩序の確立・宮の配置


  



  次に、宮の秩序を確立される御霊を見ます。御霊は物を置く場所、場所の用途、その特別な機能について告げられます。いたるところで、御霊は場所と機能と相互の関係を規定されます。御霊にとって、それはみな一つの完全体であって、一つの神聖な秩序を形造っています。独立しているものは一つもありません。調和の取れていないものは一つもありません。それはみな、美しい均衡のとれた一つの完全体です。神の宮は一つの秩序なのです。


  さて、私がなぜ前置きの言葉を述べたのかおわかりでしょう。これから逃れることはできないからです。つまり、生ける水の川の豊かさを知るには、神の宮の秩序を確立する聖霊の統治下に来なければならないのです。これは集会中だけのことではありません！私たちは一緒にいる時だけでなく、いつでも、どこでも、神の宮なのです。天の観点によると、私たちは一緒にいない時でも依然として神の宮であり、神の宮のこの秩序の下にいなければならないのです。これはどんなに強調しても、強調しきれません。なぜなら、これはとても厳粛な事であり、生活上の多くの事がこれと結びついているからです。拡大と制限の間の違いは、この非常に秩序正しい聖霊によって統治されるか否かによります。自分の場所から離れるなら、もしくは自分の場所につかないなら、私たちは神の宮に大きな損害を与え、特に自分に対する聖霊の計画をすべてくつがえすことになります。私たちが今の場所にいるのは、聖霊ご自身が私たちをそこに置き、その場所のために私たちを油塗り、その場所のために私たちを召したことを知らせてくださったからです。私たちはその場所に漂ってきたわけでも、さまよいこんできたわけでも、かりそめにやってきたわけでも、それ以外の方法でやってきたわけでもありません。ここが、聖霊が私を置かれた場所なのです。聖霊は私をこの人間関係の中に、この集団の中に、この群れの中に、この場所に置かれました。聖霊が私をここに置かれたのですから、私がここに、この場所にいることに関して、聖霊は目的を持っておられるのです。その目的が何であれ、私のなすべきことは、その目的が何であるかを知り、自分の度量の範囲内でその目的を守り、自分の機能を果たすことです。


  宮の機能にはたくさんあります！この宮にはなんと多くの面があるのでしょう！どれもきわめて特徴的ですが、すべてがつながっています。これは人の指示ではなく、御霊の指示にちがいありません。あなたに対して、人（組織や機関の構成員）に指示をさせてはいけません。敬虔な人たちを通して指示が来たとしても、指示は聖霊から来なければならないのです。


  



  （Ｄ）宮の表示・表現


  



  第四に、委託と命令を与える御霊を見ます。「人の子よ、イスラエルの家に宮を示せ。それは彼らが恥じいるためである」（エゼキエル四三・十）。これが務めです。何かを示すには、その前にそれを見ていなければなりません。宮を示す最高の方法は何でしょう？宮について話したり、考えたりすることではありません。宮を表現することです。主が望んでおられるのは、宮を現すことです。いたるところで宮が実際的に表現され、川が流れている所、いのちのある所、霊的豊かさのある所を、神の民が見れるようになること―――疑いなく、これが重要です。「それをイスラエルの家に示せ」。川が流れている神の宮、実際と真実がそこにある神の宮の実例が、今日ほど必要とされている時代はありません。


  さて、これはみな、人なる方と御座の行政であり、御霊の働きです。御霊は御座に座す栄光を受けた人と連係して働かれます。「イエスはまだ栄光を受けておられなかったので、御霊はまだ与えられていなかったからである」。私たちはこれを言い換えることができます。ヨハネは過去形で話しましたが、こう付け加えることができたでしょう、「しかし今は違います。今やイエスは栄光を受けておられ、今や御霊は与えられています」。人なるキリストは御座に座しておられます。神が任命して選ばれた器、神がご自身を注ぎ出すための水路は、この栄光を受けた人です。この栄光を受けた人とこの天の御座の主権、頭首権、権威、命令を執行すること―――これはみな御霊の働きです。多分理解しておられるでしょうが、私は「エペソ書」の用語を用いて話しているにすぎません！


  何かを述べるには注意深くなければならないことを、私は承知しています。ですから、これから述べようとしていることがどう受け取られるおそれがあるのか、私は十分わかっています。御座は今や、人なる方の御座です。人なるキリストの御座です。神の権威は栄光を受けた人に与えられています。これが人を創造した時の神の計画・御旨でした。「あなたは人に支配権を与えられました」。聖霊はこれを実現されつつあります。ですから、これらすべてのこと―――宮、宮に関する天の統治、宮の万事における聖霊の主権―――は川のために必要不可欠です。これこそ、片時も離れたくないと私が願っているものです。川が意味するものはみな、宮、教会、キリストのからだと関係しています。栄光を受けた人の聖霊による主権的支配はどこに見いだされるのでしょう？もし教会にないなら、どこにもありません。私たちが神の宮の立場に立つことが重要なのです。


  



  結合因子である御名


  



  さて当然のことながら、この教会・この神の宮を、型にしたがった文字どおりの形で、現在この地上に見いだすことはできません。それは天の宮であり、霊の宮です。しかし、それは実際であって、たんなる観念ではありません。私やあなたが聖霊の中で団体的な立場を取る時、たとえ相手が信者一人だったとしても、私たちは「宮」または「教会」の立場を取っているのです。主イエスの御名の中に少人数で共に集まる時――人によって集められるのではなく、聖霊の中に集められる時――私たちは同じ立場を取っているのです。これは他の多くのことにも拡張することができます。これが重要なのは、神がこのような立場を認めておられるからです。主は、「集会を開こう。交わり、教会、会衆を設立しよう」と言われたのではなく、「二人または三人がわたしの名の中へと集められている所には、わたしがそこにいるからである」（マタイ十八・二〇）と言われました。これが教会の立場です。その結果は、「主がそこにおられる」（エゼキエル四八・三五）です。これが言える所はどこでも宮であり、教会です。これは霊的な事柄です。案配されたり、組織された事柄ではありません。何かの決定事項や、私たちが行うことではありません。そうではなく、私たちが主のものであり、私たちがその名で呼ばれている主の御名を帯びているから、そして私たちがその御名の中に、私たちがその名で呼ばれている結合する御名の中に共に集まっているから、主はそこにおられるのです。御名は大いなる結合因子です。


  これに関する御言葉がヨハネによる福音書十章にあります、「彼は自分の羊を名で呼ぶ」（三節）。何という名でしょう？彼は「トム」、「ディック」、「ハリー」、「ジョン」などという名で自分の羊を呼ぶのではありません。この御言葉の意味はそうではありません。「彼が自分の羊を呼ぶ」のは「彼らの名（複数）によって」ではなく、「名（単数）によって」です。何という名でしょう？四福音書はその完全な意味を明らかにしていません。それらは比喩や型にすぎないからです。四福音書では、後に開かれることになる偉大な真理の導入・前触れがなされます。「あなたたちがその名で呼ばれている尊い御名」（ヤコブ二・七）。「イエスの御名の中へとバプテスマされた」（使徒十九・五）。私たちは御名で呼ばれるのです。


  前に、私が東洋で見たことを例として紹介しましょう。あるとき、私は荒れ地、荒野にいて、羊飼いたちが群れを導いているのを見ました。彼らはみな、様々な方角から一つの井戸を目指していました。彼らが井戸に到着すると、羊全部と山羊数頭が完全に混ざってしまいました。その間、羊飼いたちは離れたところに行って、「井戸端会議」をしていました。私は、「ああ、全部混ざってしまった。彼らはどうやってこれを対処して、元どおりにするのだろう？」と思いました。羊飼いたちは話を終えると、分かれて別々の方向に向かいました。一人の羊飼いはすたすたと歩き去って行き、自分の群れを他の群れと混ざったままにしておきました。そしてよく見える所で振り返って、一つの音声を発し始めました。それは名前だったようですが、私には真似できませんでした。それはたったの一音で、彼はその音を繰り返しました。その音は羊たちがいる所にまで響き渡りました。すると、群れが分かれ始め、分離したのです。この羊飼いに属する羊は、すべて彼にしたがって行きました。彼は一つの言葉、一つの名を用いただけです。それなのに、羊たちにはわかったのです！羊飼いは羊たちを一頭一頭の名で呼んだのではなく、一つの名で呼びました。その名がすべての羊を結び合わせ、この羊飼いと団体的に一つとしたのです。


  さて、これがイエスの御言葉の文字どおりの成就です。「わたしの羊はわたしの声を聞く。わたしは彼らを知っており、彼らはわたしに従う」（ヨハネ十・二七）。私たちを結び合わせて一つにするのは御名です。主の御名です！これが「宮」の立場であり、「教会」の立場です。私たちは主の御名によって共に結ばれます。この立場を取るとき、私たちは御霊の道にあり、いのちの道にあります。この節の残りの部分をあなたはご存じでしょう。「わたしは彼らに永遠のいのちを与える」。これはいのちの道です。「だれもわたしの手から彼らを奪う者はいない」（二八節）。これは安全の道です。これが団体的な立場に立つことのいっさいの意味です。安全のためにも、食物のためにも、これには大きな価値と重要性があります。


  



  川と復活


  



  エゼキエル書に戻ると、これは川の道です。「生ける水の川々」。イエスがこの言葉を話された時、それは宮の中においてであり、仮庵の祭りの時でした。仮庵の祭りには他の祭りにはない一つの特徴があったことをご存じでしょう。仮庵の祭りには八日目がありましたが、他の祭りにはなかったのです。八日目は「祭りの終わりの大いなる日」（ヨハネ七・三七）であり、これが仮庵の祭りを他の祭りから区別しました。八日目とは何でしょう？それはクリスチャンの最初の日、復活の日です。八は常に復活の数であり、八日目が最初の日になります。音階の階梯は、八で一巡します。八日目は最初の日です。それは復活の日であり、いのちの日、豊かないのちの日です。「ほむべきかな、私たちの主イエス・キリストの神また父。この方は、イエス・キリストの死人の中からの復活により私たちを再生し、生ける望みを持たせ、朽ちることも、汚れることも、消えていくこともない嗣業を得させてくださいました」（一ペテロ一・三）。これが嗣業の八日目、復活の日、仮庵の祭りです。それはいのち、豊かないのちです。それは「生ける水の川々」であり、信仰によって復活の中で主に結合されることによるのです。


  



  第三章　川と御座


  



  
    「私は神の幻を見た。」（エゼキエル一・一）

  


  
    「その中から四つの生きもののようなものが現れた。その姿はこうであった。彼らは人のような姿をしていた。おのおの四つの顔を持ち、四つの翼を持っていた。その足はまっすぐで、足の裏は子牛の足の裏のようであり、磨かれた青銅のように輝いていた。その翼の下から人の手が四方に出ていた。その四つのものの顔と翼は次のようであった。」（一・五～八）

  


  
    「さて、私が生きものを見ていると、見よ、地の上のそれら四つの生きもののそばに、それぞれ一つずつ輪があった。それらの輪の形と作りは緑柱石のようで、四つともよく似ており、それらの形と作りは、ちょうど、一つの輪が他の輪の中にあるようであった。それらは進む時、自分の面する四つの方向に進んだ。進む時、それらは向きを変えなかった。その輪のわくは高くて、恐ろしく、その四つの輪のわくの回りには目がいっぱいついていた。生きものが行く時には、輪もそのそばを行き、生きものが地から上がる時には、輪も上がった。霊が行くところにはどこでも、輪もついて行った。」（一・十五～二〇）

  


  
    「彼らの頭上にある大空の上に、サファイヤのように見える御座の形をしたものがあり、その御座のようなものの上には、人のように見える姿をしたものがあった。」（一・二六）

  


  
    「彼は私を宮の入り口に連れ戻した。すると見よ、水が宮の敷居の下から東の方へと流れていた。」（四七・一）

  


  さて、この「生ける水の川々」と御座との関係、この御座の行政の象徴的手段――ケルビム、輪――との関係、御座に座す人との関係について考えることにしましょう。これに対応する新約聖書の箇所はすでに見ました。神はイエスを復活させ、「すべての支配、権威、主権、力、そしてこの時代ばかりではなく、来たるべき時代においても唱えられるあらゆる名を超えて」はるかに高くされました（エペソ一・二〇、二一）。そして次に、主の高揚と栄化の日、ペンテコステの日に、高く上げられた主から、宮である教会によって、また教会を通して、直ちに諸国民に向けて川が流れ出ました。今、御座とその行政の象徴的手段――生きもの、輪、大空、いのちの霊、ひらめく光と力――につながっている川に来るにあたり、今の時代これが私たちに何を語りかけているのか、私たちははっきりと理解できなくてはなりません。


  



  教会の状態は全被造物に影響を与える


  



  黙示録はエゼキエルの預言に登場するものに似たものを多く含んでおり、この問題に光を当てています。周知のとおり、特に教会の霊的逸脱・堕落のために黙示録が書かれました。それは、万物が教会と密接につながっているからです。諸国民やサタンの王国ですら、教会と密接につながっています。こうしたことがこの書の大半を占めていますが、神はこの書を諸教会（churches）として表現されている教会（the Church）で開始し、天のエルサレムとして表現されている教会（the Church）で終えておられます。この間に出てくるものは、すべて教会と関係があります。この書が書かれたのは、教会が当初の地位から転落して、離れてしまったためです。これは、「すべては教会の霊的状態にかかっている」という一つの重大な論を構成します。


  これはこのエゼキエル書に光を当てます。なぜなら、エゼキエル書は全く同じ理由で書かれたからです。歴史的に、この書はイスラエルの逸脱・堕落と関係しており、この全く同じことを強調しました。諸国民はイスラエルの逸脱・堕落に影響され、それに巻き込まれます。すべての国がこの国と密接につながっています。この民に起きることは、他のすべての民に影響を与えます。この被造世界は集合体であり、神がその中心に置かれた彼の民は全被造物に影響を与えるものなのです。パウロはこれをはっきりと示して、強調しています。「全被造物はうめき、産みの苦しみをしています」。彼らは何を待っているのでしょう？「神の子たちの現れ」です（ローマ八・二二、十九）。ご自身の民に対する神の関心、ご自身の民に対する神の御旨という中心点に、全被造物は関係しています。神の民は主の関心の中心であるだけでなく、他のすべてのものに影響を与えます。悪魔はこれを知っています。私たちはこれを悟らなければなりません。ですから、主の民が主の定められたとおりの正しい状態にあることがどれほど必要でしょう！教会が正しい状態にある重要性は、どれほど強調しても強調しきれません。


  ヨハネの注釈から見たように、「生ける水の川」は完全に現された聖霊ご自身にほかなりません。生ける水の川は、第一に、神の民、教会、神の宮と関係しています。次に、それらを通して諸国民と関係しています。聖書は最初に創世記の中でこれを完全に明らかにします。創世記二章十節で園から流れ出た川は、ここエゼキエル書四七章にあります。全土が川の影響を受けます。最後の黙示録も、これと同様です。川が流れ出て、木にいのちを与えます。「その木の葉」は「諸国民のいやしのため」です（黙示録二二・二）。神の民の内側にあるものがこの世にあるものに性格を与えることがわかります。神の御旨は、まず最初にその民がご自身から聖霊によって豊かに受けること、彼らから川々が流れ出るようになるほど豊かに受けることです。もちろん、受ける面が最も重要です。「だれでも渇いているなら、わたしのところに来て飲むがよい」。満たされた後で、「生ける水の川々が流れ出」ます。今はこれ以上話しませんが、いずれまた話題にのぼるでしょう。けれども、これが神の御旨であり、神の備えです。


  



  ケルビム


  



  今、「御座の行政の執行手段」と私が呼ぶものと、いのちの川の流れ、御霊の豊かさに来るにあたり、単純ですが非常に重要ないくつかの点に注意する必要があります。ですがまず、ケルビムとして知られている存在について、一言、二言、述べることにしましょう。聖書中、ケルビムは少なくとも八回、明示的に述べられており、さらに多くの箇所で言及されています。創世記では、彼らは園の外にいて、いのちの木への道を守っています。彼らは外側にいます。出エジプト記では、彼らは聖所の内側にいて、安息しています。彼らはもはや外側ではなく、内側にいます。後の章で見るように、これには意味があると思います。列王記では、彼らは立って待っています。彼らは王を待っています。イザヤ書では（六章）、彼らは燃えさかって飛んでいます。黙示録では（四章）、彼らは歌い、賛美しています。エゼキエル書では、彼らは一章と十章で二回明示的に述べられています。彼らは見つめ、走ります。これは幻と行動です。彼らは全体の状況を見つめ、それに関して何かを行います。彼らの力が聖霊の力であることに注意してください。御霊は彼らの中におられます。「生きものの霊」です。そして、御霊は「輪の中」におられます。その活力と力は、御霊の活力と力です。すべてを見渡し、見たことにしたがってすべてを行います。


  



  進行中の神の御計画


  



  さて、ケルビムの正体について話すつもりはありません。すでに、あらゆる種類の解釈が出されています。私は、完全な最終的解釈は「彼らは教会の象徴である」だと思っています。私はこれをあえて主張しません。しかし、彼らの正体が何であれ、いずれにしても、彼らは御座の原則の具体化であり、御座に座して永遠の御計画を遂行しておられる人の化身です。パウロはこれを一つの文章に要約しています、「みこころの御計画にしたがって、すべてのことを行う方」（エペソ一・十一）。これは進行中の神の御計画です。これを理解することで、私たちは満足しなければなりません。これはなんと偉大なことでしょう！エゼキエルの預言のこの一章に記されている光景をすべてご覧なさい。活動の様子や生き生きとしている様子をご覧なさい。豊かないのち、激しい風、音を立てる輪、多くの目、走る足、向きを変えたり進路から逸れたりすることなく、まっすぐ進み続けるひたむきさ、ひらめくいなずま、燃える炭、雲とつむじ風。これらはやむことのない活動です。これはみな何を意味するのでしょう？途方もないエネルギーを意味します。「行う方」の「行う」という単語は、ギリシャ語の動詞エネルゲオ（energeo）です。これからエネルギー（energy）という単語が派生しました。ですから、パウロの言葉はこうなります、「みこころの御計画にしたがって、すべてのものにエネルギーを与える方」。これは現在のことであり、この経綸のことであることを、私たちはパウロを通してはっきりと理解します。


  私は信じていますが、私たちが回復すべき多くのことの一つに次のことがあります。私たちは、「神は前進しておられる」という確信、信用、信念を回復する必要があるのです。物事がどのように見える時でも、神は今もこのように前進しておられます。神は、万物を通して、万物の上で、万物の背後で、御計画を遂行しておられます。止まることなく、進路から逸れることなく、途方もないエネルギーを用いて、神はみこころの御計画にしたがってすべてのことを行っておられます。外を見る時、「神はいったい何をしておられるのだろう」と怪訝に思い、神に何かをさせようとして祈ることがしばしばあります。私たちに必要なのは、神が働いておられることを理解し、神の働きと協力することです。おそらく神は、私たちの願いや要求とは別のことを、私たちが考えている方法とは別の方法で行っておられるのでしょう。神は、私たちの方法や私たちの働きといった、私たちが当然視している方法を用いておられないのでしょう。神はそのような形で来ておられないだけなのかもしれません。しかし神は、止まることなく、絶えることなく、逸れることなく、御旨を遂行しておられます。神の民に必要なのは、永遠からの神の歩みのまっすぐな道に導かれることです。


  神は前進しておられます。私たちの時代でも前進しておられます。ですから多かれ少なかれ、その様子を世の中に見ることができます。しかし、見えるにせよ、見えないにせよ、事実は事実です。さもないと、聖書は間違っていることになり、パウロは正しくなかったことになります！パウロが世界を旅するのをやめて、諸国民の間の膨大な働きを縮小した時、彼は永遠からの神の歩みを見、神の御旨を内容とするエペソ人への手紙を書きました。これを考えると、私はいつも幸いになります。これは素晴らしいことではないでしょうか？働きから外される時、走り回ることも、いかなる種類の働きもできない時、肉体的に何も行えない時、そのような時でも神は前進しておられるのです。「私たちが止まる時、神も止まらなければならない。私たちが前進しないなら、神は前進できない」と私たちは時折考えます。ああ、そうではありません、神は前進しておられます。神は前進しておられるのです！どうか神が私たちを助けて、私たちに彼の歩みを理解させ、私たちを彼の歩みの中に導いてくださいますように。


  さて、エゼキエル書のこの箇所に記されていることを見ましょう。最初に手段があります。それは四つの生きものであり、四つの面があります。四はつねに普遍的なものを表す数です。たとえば、四つの風、羅針盤の四つの極、四季などです。普遍的なものと関係があるものは、すべて四つです。聖書の最後に四角い都が出てきます。その都の四方の門は開いています。これは統治の普遍性、その恩恵と価値の普遍性を表します。四は普遍的なものです。神は前進しておられますが、私たちの小さな尺度にしたがってではありません。神は小さな隅に縛りつけられたり、小さな箱の中に閉じこめられたりしません。神は偉大な普遍的関心を心に抱いておられます。私たちは大いに広くされる必要があります。


  次に、支配的な要素は御霊です。「彼らはおのおのまっすぐ前に向かって進んだ。霊の行くところに、彼らも行った」（エゼキエル一・十二）。御霊が支配的な要素です。御霊がこのすべてを支配しておられます。


  第三に、人の姿が含まれています。御座には人が座しており、ケルビムには人の面があります。これがどのように述べられているのかに注意してください。「彼らには四つとも人の顔があり」の後にセミコロンが続き、それから他の姿が付け加えられています。一つは獅子の顔であり、一つは牛の顔であり、一つは鷲の顔です。しかし、人の顔がこの神の御旨の執行手段の主要な特徴です。神の御旨は人に関するものであり、人を通してであり、人に対する神の御心を目標としています。御座に座しているのは人です。この方は神そのものです。しかし、思い出してください。神は人に栄光を与えられました。これこそ、神が人を造られた目的でした。神は栄光のうちに彼を御座に座らされました。そして今、人々をこの人に同形化することが神の御旨です。ここで起きていることはみな、栄光を受けた人にふさわしい、一人の団体的・集団的な人を得るための神の働きなのです。


  これにはなんと多くのことが含まれていることでしょう！あなたの人生や私の人生が含まれているだけでなく、神のエネルギーが含まれているのです！これは私たちの人生の中に働く、忍耐強い神のエネルギーです。私たちに対する神の忍耐の背後には、なんという途方もないエネルギーがあるのでしょう！神の忍耐強い莫大なエネルギーがなければ、私たちは一日たりとも進めなかったでしょう。神に感謝します。親愛なる友よ、この真理と現実から得られる慰めをすべて受け取りましょう。私たちが心配する場面でも、神はまっすぐに前進しておられます。このことのゆえに神に感謝します！私は何回も踏み迷い、道から外れました。えにしだの木を求めてその下に身を投げ出し、「主よ、もう十分です。私のいのちを取ってください。もう散々です」と言いました。私たちは何回も道から外れ、行路から逸れ、このような目に遭いました。自分たちの中に見いだした問題、人々が抱えている困難、道の険しさ、失望のゆえに、身を投げ出しました。しかし今に至るまで、そのような目に遭う度に、私たちは立ち返ってきました。どうにかこうにか立ち上がり、あるいは立ち上がらされて、しばらくのあいだ前進しました。自分自身の決意や力によってではありません。これがまさに意味するのは、神は諦めておられないということ、神は前進しておられるということです！私の兄弟よ、仮に今日あなたが絶望や落胆の中に沈んでいたとしても、沈んでいるのはあなたであって、神ではありません。神は前進しておられます。神はまだ諦めてはおられません！


  これを信じ、しっかりと握りましょう。これは、グラスゴーの路面電車がその上を走っていた昔の電線のようです。昔、グラスゴーには「サブウェイ」と呼ばれるうるさくて騒々しい旧式の代物があり、町の中に電線が張り巡らされていました。この古い車両・電車は、クラッチをおろして電線を握り、前進しました。電線を離すと、電車は止まりました。再び電線を握ると、電車は前進し、町を一周しました。電線を握っている間だけ、電車は前進しました。電線の中には常に電流が流れており、それには何の問題もありませんでした。大切なのは電線を握ることでした。


  神は電線のような御方です。電線はこれを表しています。神は前進しておられます。止まることなく、逸れることなく、まっすぐに前進しておられます。神を握りなさい！問題は、イスラエルが神を離したことでした。イスラエルは神を離し、後ろに置き去りにされました。もし私たちが希望を失い、落胆しているなら、どうか今日、信仰の中で立ち上がり、再び神を握ることができるよう、神が私たちを助けてくださいますように。神に感謝します、神は私たちに御霊を与えてくださいました！私たちは御霊を握ることができます。いのちを握ることができます。おそらくこれが次のパウロの言葉の真意ではないでしょうか？「永遠のいのちを握りなさい」（一テモテ六・十二）。このいのちは前進しています。ここに、ケルビムによって具体化され、表現されているいのち、豊かないのちがあります。このいのちは前進しています。もし川の比喩がよければ、川に飛び込んで、川に身を任せなさい！「永遠のいのちを握りなさい」。


  



  ケルビムの四つの面


  



  さて、御霊の四重の表現、神の意図と神の計画の諸々の要素を見ることにします。


  第一は、神の活動手段の獅子の面です。これが特に意味するのは、霊的統治と権威です。賢者ソロモンは獅子に関して、「何ものからも退かない」（箴言三〇・三〇）と言いました。獅子は決して相手に背を向けて逃げたりしません。獅子が進むとき、死以外の何ものも止められません。御霊の歩みもこのようです。あなたや私が前進しても前進しなくても、御霊の歩みには関係ありません。御霊は神の永遠の御計画を実行し、完成させなければなりません。御霊はこの目標に向かって前進しておられます。御霊はこれを行われます。ここで、御霊の主権的統治と権威が神の御計画と教会の中で重要になります。聖霊によるこの天的統治と天的権威がなければなりません。すべてのものが聖霊の下に来なければなりません。これはかなり詳しく述べる必要があることです。初期の頃、ペンテコステの日からしばらくの間、これがいかに真実だったかを私たちは見ることができます。御霊の獅子の面が介入して、前進しました。聖霊は教会の中でなんという権威を表されたことでしょう！聖霊の道を邪魔する者はだれでも痛い目に遭います。


  次に牛の面です。これは特に、力やエネルギーの要素、様子を意味します。ソロモンの宮には一万六千ガロンの水を入れる洗盤があったことを憶えておられるでしょう。一万六千ガロンといえば相当な重さです。これを支えるために何が選ばれたでしょう？力を象徴する十二頭の牛です。この洗盤と牛の機能について立ち入るつもりはありませんが、それらは責任を負い、重荷を運び、目的を実行する、力とエネルギーの様子を表しています。そして、神の御旨を実行する聖霊の強さ、エネルギー、力がここにあります。「『権勢によらず、能力によらず、わが霊によって』と万軍の主は言われる」（ゼカリヤ四・六）。これはほとんど不公平ではないでしょうか？欄外では「軍隊によらず」となっています。軍隊は権力に関する人の考えであり、力に関するこの世の観念です。しかし神は、「わが霊によって」と仰せられます。主の霊のエネルギー、強さ、力は、いかなる軍隊よりも勝っており、すべての軍隊を一緒にしたものよりも勝っています。これは聖霊の力によるものでなければなりません。主、御霊が、力の川としてさらに豊かにご自身を表されるよう、熱心に求めましょう。


  それから人の面です。これは特に、知性と理解力を意味します。すべての被造物の中で、実に人だけがこのような理解力と知性を持っています。もちろん、動物の中には人よりも優れた感覚を持つものがいる、と思うこともしばしばあります！しかし最も高い意味において、人は神の被造物の間で知的な生き物ですし、少なくとも、知的になるよう定められていました。理解力や知性は人性と関係があります。あなたや私、そして教会全体に、理解力と知性と知識のご自身の霊を与えることを、聖霊は願っておられます。これはなんと重要でしょう！聖霊が神の御旨を実行する上で、そして私たちが生ける水の川々として表わされている聖霊の豊かさを知る上で、神の御旨を理解する理解力の霊を持つことがとても重要であり、必要不可欠です。確かに、神が実際に何を求めておられるのかを知る知性を私たちが持つことを、御霊は求めておられます。力の大半は浪費されており、費やされている膨大な力は何の役にも立っていません。なぜなら、それらの力は肝心な御霊の御旨と一致しておらず、その路線上にないからです。自分たちの判断や理屈にしたがって考え抜き、計画を立て、神のために事を行おうとしても、全く役に立ちません。私たちは、御霊が何をしておられるのか、御霊が実際に何を行っておられるのかを、知らなければなりません。ですから、御霊の御心と道を知るための知性と、それを理解するための理解力とを、私たちは持たなければなりません。


  最後に鷲の面です。これは何でしょう？これは特に、疑いなく、絶対的な行動の自由を意味します。翼をかって飛んでいる鷲を見たことがあるなら、「鷲は本当に自由だ」という印象を持っておられるでしょう。まるで全世界を支配しているかのようです。あらゆる種類の制限や束縛から完全に解放されています。聖霊はこれを要求されます！「聖霊はこの方法で来て、このことをこのやり方でしなければならない」と言うなら、私たちは聖霊を束縛し、制限してしまいます。聖霊は私たちを無視されるでしょう。ペテロはコルネリオとその家族に関して聖霊にそうしようとしましたが、聖霊は全く関知されませんでした。聖霊はペテロを打ち倒して言われました、「ペテロよ、悟りなさい。わたしは主権者であり、絶対的な行動の自由を要求します。あなたの解釈や制限や伝統の道筋にしたがってわたしは来ているわけではありません。わたしと共に地を離れ、天に入りなさい。そうすればわたしたちは自由に動けるでしょう」。ペテロはそうしたのではないでしょうか？聖霊を完全に表して、そのいのちを完全に表すには、聖霊の絶対的な主権が必要不可欠です。私たちの考えや利益にしたがってではなく、御旨のままに動く自由を聖霊は要求されます。聖霊の絶対的な主権は、いのちの豊かさの基礎なのです。


  



  第四章　御座と祭壇につながっている川


  



  
    「彼は私を宮の入り口に連れ戻した。すると見よ、水が宮の敷居の下から流れていた。」（エゼキエル四七・一）

  


  
    「そして大空の上には一つの御座があり、その御座の上には人のように見えるものがあった。」（エゼキエル一・二六）

  


  最初に、宮から流れ出た川が祭壇の南を流れていたことに注意してください。前の章で指摘しましたが、エゼキエル書が示すとおりに宮の敷地全体の平面図を描くと、その敷地が大きな正方形だったこと、そしてその対角線を引くと、その交点、その四角形の中心に、祭壇があったことがわかります。ご存じのとおり、宮の敷地全体を囲っていた壁は、幅が六キュビト、高さが六キュビトでした。印象的なのは、実際の宮や特に内庭と比較したときの、この敷地の途方もない広さです。これはあなたの注意を引くかもしれませんが、当面の主題ではありません。この神殿・宮は内在的価値と意義を持つ事柄です。言い換えると、すべてがこれに集約されているのです。それにしても、宮の周りの土地、宮が聖別して清めている土地は広大な土地であって、神の宮とこの世との間にはかなりの隔たりがあります。


  



  教会とこの世との間の隔たり


  



  言うべき事をあなたに言いましょう！この世は間近にあってはなりません。裏返すと、神の宮はこの世の間近にあってはなりません。「この隔たり、この土地、この分離する広大な空間は、影響力の喪失を意味する」と考える人もいるようです。この世に近づけば近づくほど、そして教会の中にこの世を持ち込めば持ち込むほど、この世に対する影響は大きくなる―――これは神の御言葉に全く反する原則です。主イエスは神の宮・神の聖所の化身・人格化そのものです。彼がこの世のただ中を歩まれた時、彼とこの世との間には広大な隔たりがあり、再生された人を除いて、だれもこの隔たりを越えられませんでした。これは間違いないことです。彼の時代の男女は彼を理解しさえしなかったのです！彼らは思いにおいても、知性においても、理解力においても、認識力においても、越えられませんでした。そこには隔たりがありました。彼は地上にいる間、天にいた時と同じように、神と共に歩まれました。彼は神の教会の型です。これと同じ原則が教会にもあてはまります。


  さて、これは今回の私の主題ではありませんが、強調しなければなりません。私たちはこれに印象づけられる必要があります。私が言いたいのは、広大な宮の敷地がそこにあった、ということです。覚えておられるでしょうが、「その回りの全地域は最も聖なるものである」（エゼキエル四三・十二）と御言葉は述べています。


  次に、その敷地全体のまさに中心、対角線が交わる点に、祭壇がありました。祭壇は全体のまさに中心にありました。これは十字架の絶対的な中心性を意味します。神は十字架を中心に据えられました。聖書は十字架を中心に据えます。使徒たちは十字架を中心に据えました。十字架は新約のあらゆる教えの中心であり、あらゆる新約の宣べ伝えの中心です。使徒たちや初期の説教者たちがその回りにすべてを集結させた唯一の中心的現実は、十字架につけられて復活したキリスト、二つの面を持つ十字架でした。これは周知の事実の叙述です。しかし、すべては十字架を中心としていること、十字架は今や万物の神聖な中心であることを、私たちは認識しなければなりません。


  



  川と祭壇――灰の場所


  



  さて、これが肝心な点です。川は十字架から流れ下ります。言い換えると、聖霊は常に十字架を経由して到来されるのです。その理由を私たちは教えや教理の上ではよく知っています。しかし、十字架は一方において裁きの場所であり、新創造ではないすべてのものが灰にされる場所であることを、私たちは経験上とてもゆっくりと学びます。しかも、多くの軋轢、うめき、不平を通してです。十字架はすべての終わりです。十字架の真価を認めるのが遅いので、私たちはこれを学ぶのが遅いのです。しかし、私たちは十字架を知っています。私たちは十字架が灰の場所であることを知っています。灰には全くいのちがありません。灰には何の実もありません。灰には何の前途もありません。灰自体はすべてが終わったことを表します。十字架は一面、すべてが裁かれて灰にされる場所です。


  エゼキエルの預言の一章に記されている神の途方もない活動の光景について前に述べた時、ひらめくいなずまと燃える炎とが一緒になっている光景に注意したことを覚えておられるでしょう。これらの預言に多くの光を投じている黙示録の中に、七つの火の燭台が出てきます。これは同じ原則です。一方はひらめくいなずまと燃える炎であり、他方は七つの火の燭台です。これは同じ事を別の方法で描写しているにすぎません。ひらめくいなずまと燭台は、知らせること、覆いを除くこと、啓示すること、あらわにすること、探し出して明らかにすることを意味します。十字架はこれを行います。常に行っています。燃える燭台は、あらわにされたものや知らされたものを焼き尽くすことを意味します。


  しかし他方において、もちろん、十字架は新しい始まりの場所です。灰そのものから新しい園が芽生えます。「彼が十字架につけられた場所には園があった」（ヨハネ十九・四一）。


  十字架の二重の働き・効力に、聖霊は大いに関係しておられます。聖霊は十字架を経由して、いのちの霊として降られます。象徴、絵図、型、比喩を離れて考えてみても、ペンテコステの日に始まったこの新しい経綸において、これが実際いかに真実だったのかを私たちは知っています。それは新しい時代、新しい日、「イエス・キリストの死者の中からの復活によって再生され、生ける望みを与えられる」（一ペテロ一・三）日でした。川が下ってきた日、彼らは十字架につけられたキリストを宣べ伝えました。彼らの宣べ伝えの中で、他の何ものにもまして強調されていたのは何だったでしょう？「あなたたちが十字架につけた方を、神は復活させられました」（使徒四・十）。「あなたたちが十字架につけた（中略）神は復活させられました」。二つの面からなる十字架の物語です。御霊は十字架の物語に臨まれました。彼らが十字架を宣べ伝え、証しする時、いつも何かが起きました。御霊が直ちにこのように到来されたのです。


  御霊は常にそうされます。これが御霊の道です。十字架によって御霊は来臨し、十字架によって御霊はとどまられます。川は流れ、長い道のりを行き、遠くまで届くかもしれません。川の水は十字架の地点からずっと遠くに届くかもしれません。しかし、川の水は決して十字架から切り離されません。その水路は決して十字架の道から逸れません。川は遠くまで流れ、多くのことを成し遂げ、広大な領土を走り、長い歴史を持っているかもしれません。しかし、その起点だけでなく全行程を通して、川は決して十字架の道以外の道を取りません。十字架は過去のある時点で起きたたんなる歴史上・経験上の出来事ではありません。「十字架は終わっており、成就されている、云々」という教えは初歩的なものにすぎません。それどころか、あなたはこれほど長い間クリスチャンだったのですから、このように十字架について話すことは皮相的ですらあります。このような教えは神の御言葉の教えではありません。聖霊は依然として十字架という手段を用いて十字架の道で働いておられます。御霊のいのちと豊かさの新たな経験はみな、十字架の原則の新たな適用に基づきます。もし主と共に歩み続けるなら、私たちは自分の生涯の最後の瞬間までその正しさを示し続けるでしょう。


  



  「灰」の意義


  



  一方には灰があります。灰について何かご存じでしょうか？おそらく、「すべてが灰になってしまった」とあなたは感じておられるでしょう。現在の自分の霊的生活、自分の経験、自分の務め、神の働きは、あまりにも干上がっており、効果がなく、益もなく、不毛です。まるで死んでいるかのようです。しばしばこのようです。川が勢いよく流れているように感じる時もありますが、どういうわけか次の瞬間には水が干上がってしまったかのようです。これをどう解釈すればいいのでしょうか？


  実際、私たちのクリスチャン生活や務めで、私たちは継続的に灰の経験を持ちます。私たちがこれを好むかどうかには関係なく、これは真実です。私たちがこれを理解するかどうかには関係なく、これは真実です。私たちがこれに関する聖書の箇所を知っているかどうかには関係なく、これは真実です。灰の経験は一定間隔でやってくるのではなく、きわめて不規則です。しかし、灰の経験は必ずやってきます。そして、短期間で終わることもあれば、長期間続くこともあります。時として、それは非常に激しく、短期間に集中します。しかし、あまりにもひどいため、長くは続きません。時として、数ヶ月、一年、数年、それは続きます。この間、すべてが灰のようです。さて、これは正しいことなのでしょうか？それが問題です。これはそうあるべきなのでしょうか？「いや、絶対に違う！」とあなたはおっしゃるのでしょうか？あなたには申し訳ないのですが、「これはそうでなければならない！」と私は言います。


  さて、このような発言は常に弁明・弁護を必要とします。乾きや灰は、聖霊が本当に妨げられている結果なのかもしれません。この場合、それは間違っています。このような時、それは主の御心ではありません。聖霊に抵抗し、従わないとき、神の御言葉の明白な教えや原則に違反するとき、主が私たちを変えようとしておられる場面や、私たちが素直に従って強情でなければ事情がかなり違っているような場面で、私たちが何かに固執するとき、そこには灰があるでしょうが、それは神の御旨ではありません。


  ですから、灰の時が来たら、自分が自己の意志、反逆、抵抗の中にいないかどうか、主が提供・提示されたことを受け入れるのを嫌がっていないかどうか、何らかの形で御霊の道に立ちふさがっていないかどうかを、調べる必要があります。自分にそのような落ち度が見つからない場合、また主の御前で自分の心を探り、謙遜、柔和、砕けた心、聖霊に対する全き明け渡しと従順に真に至った後で、「いいえ、私にやましいことはありません」と言える場合、そのような場合は別の解釈、別の態度を取らなければなりません。これはどういう意味でしょう？


  すでに述べたように、十字架の原則は永続的な原則です。聖霊は決して十字架の原則から離れません。聖霊は諸々の理由により（その理由はいずれ私たちにも明らかになります）、旧創造を道から「運び去って」、さらに広い場所をご自身のために設ける必要性を察知されます。これは全行程を通してそうであり、何度も繰り返されるようです。これは困難で苦痛に満ちた過程ですが、このようにしてやって来ます。私たちはすべてが終わってしまったように思われる大いなる霊的苦難や苦痛の時を経過します。御霊はさらに広い場所を望んでおられます。御霊はさらに深く、さらに広い水路を望んでおられます。御霊が働いておられるのは、私たちを終わらせることがその主な目的ではありません。ご自身のために私たちの内にさらに広い場所を獲得するため、そして彼のいのち、彼の力、彼の流れの、さらに大いなる豊かさの中に私たちを導き入れるためなのです。原則として、いのちを最大限に流して人々を助ける水路は、浅いものではありません。それらの水路は深く掘られており、非常に強烈な方法で対処されているのです。


  



  神の「気前よさ」と人の貪欲さ


  



  これは私たちにとって、慰め、慰安、励ましです。私たちの心が全く主に向いており、自己の意志や自己の力が主の道の中に無い時でも、灰の時期が来るでしょう。これは確実です。しかし主の目的は、「灰の代わりに花飾りを、悲しみの代わりに喜びの油を、重苦しい霊の代わりに賛美の衣を」与え、「彼らが義の木、主の植木と呼ばれるようになる」ことです（イザヤ六一・三）。これは、エゼキエルの幻の中に出てくる、川のほとりにある木々を思い出させます。川である聖霊は、神が私たちに与えたいと願っておられるすべてのもの（この「すべて」は大いなる「すべて」です）を、十字架を経由してお与えになります。この一連のメッセージを始める時に述べましたが、創世記、エゼキエル書、ヨハネによる福音書、黙示録などの聖書中に出てくる川や井戸や泉はいのちの霊の型であり、明示的に述べてはいなくても、「神は大いなる与え手である」ということを少なくとも暗示しています。神の御心は与えに与えることです。雫ではなく、川々――生ける水の川々――を与えることです。このように与えることを神が定めておられる以上、神の施しは十字架によって支配されていることを私たちは知らなければなりません。聖霊が与えるものはすべて、彼はこれを十字架を経由してお与えになるのです。


  私たちの肉は得ることを欲します。私が思うに、人間性の中に最も深く根づいているもの、堕落とその悲しむべき結果をもたらした張本人は、獲得欲や所有欲です。だれでもこれらの欲を持っています。精力的で意志の強い積極的な人も、とてもおとなしくて目立たない、いわゆる「劣等感」を抱いている消極的な人も（劣等感は所有欲の別の様相にほかなりません）、これらの欲を持っています。ああ、所有欲から生じる自己憐憫！自己憐憫は一つの反応であり、結局のところ、自分の殻にこもろうとする試みの別の形にほかなりません。確かに、所有欲がそこにあります。所有欲は普遍的です。それは私たち全員の中にあります。それは私たちの存在中にある最も根深いものです。


  しかし、すべてを所有しておられる神はその正反対です。神の全体的性質は与えること、手放すことです。私たちは主を得ること、主の祝福を得ること、聖霊を得ること、力を得ること、神聖なものを得ることを願います。何のためでしょう？「自分のために願っているのだ」という指摘を私たちは拒むかもしれませんが、人の心を一体だれが知っているでしょう？神だけです。こういうわけで神はしばしば、私たちに与えたいと願っているものを私たちに与えるとき、与える前に、私たちを導いて苦しみの時を通らせるのです。「主よ、私がそれを所有することをあなたが願っておられないなら、私はそれを願いません」と言える地点に私たちが達するまで、神はこの個人的な所有欲を対処されます。この地点は居心地のよい場所です！これは陰気になったり、反抗的になったりすることではありません。全然違います。これは、「主よ、私のためではなく、あなたのために、もしあなたがそれを望まれるなら、もしあなたがそれを望まれるなら」と願うことです。そのとき主は、「わたしが目を留める者は、貧しい者、霊の砕かれた者である」（イザヤ六六・二）と応じてくださいます。聖霊は十字架を経由してすべてを与えてくださいます。聖霊はそのために到来されたからです。


  



  御霊は十字架を解き明かす


  



  教師である聖霊は私たちに十字架を解き明かしてくださいます。これは新約の務めにあてはまるのではないでしょうか？聖霊の中にある務め、聖霊による務めは、その大半が十字架の解き明かしです。「キリストは死なれました、彼は十字架につけられました、彼はご自身のいのちをお捨てになりました」という、十字架に関する事実の叙述があります。しかし、これは何を意味するのでしょう？この意味を理解するには、新約聖書後半の書簡が必要です。それらの書簡によって私たちが十字架の完全な解き明かしを得るよう、聖霊は配慮しておられます。聖霊が解き明かしてくださっているとおりに十字架を理解しなければ、あるいはそのとおりに理解するまで、私たちはどうすることもできません。


  ご存じのように、イエスが「ご自身をささげられた」のは「永遠の霊を通して」でした（ヘブル九・十四）。キリストがいのちを捨てたのは、聖霊による導き、力づけ、力によってでした。それは、いのちを取られることに同意してそれを捨てる、というだけのことではありませんでした。主イエスの死はそれよりも遙かに偉大なものだったことを私たちは知っています。主イエスの死はサタンの階級組織全体に影響を及ぼしました。主イエスの死は束縛から解放されるべき被造物全体に影響を及ぼしました。主イエスの死は人類全体に影響を及ぼしました。一つの死にこのような働きをさせるには、全能の神の霊が必要です！死を通して一人の人にこのような働きをさせるには、全能の神の霊が必要です。主イエスの十字架の偉大さは、どんなに強調しても強調しきれません。


  彼が「ご自身をささげられた」のは「永遠の霊を通して」だったのですから、彼を十字架に導いた御霊、彼を切り抜けさせた御霊だけが十字架の意味を正しく私たちに解き明かすことができます。キリストの十字架と死について、人々は全く混乱しています。彼らはキリストの十字架と死を解釈し、それに意味を与えようとして、極度の混乱の中でもがいています。キリストの死に関するこの誤謬はみな、それを広めている人々が聖霊から教わった人たちではないためです。もし聖霊から教わるなら、私たちは十字架を理解するようになるでしょう。御霊に導かれている務めは決して十字架を無視しませんし、十字架を軽んじません。むしろ、御霊に導かれている務めは聖霊と同じことをします。すなわち、十字架を中心に保ち、すべてを十字架の周辺に集めるのです。


  



  霊の人は十字架によって建て上げられる


  



  聖霊は十字架によって霊の人を建て上げられます。水は祭壇から流れ下ります。その水は宮の庭と敷地を流れ下り、彼方に及びます。川のほとりにはとても多くの木があり、それらの木は毎月実を結びます。さて、聖書の中に出てくる木は人の象徴です。聖書は主の植木である人々について告げています（イザヤ六一・三）。「その人は水の流れのほとりに植えられた木のようである」（詩篇一・三）。ですからこれらの木は、聖霊からいのちを汲み上げて、その結果として実を結ぶ人々の象徴です。彼らは、いのち、新鮮さ、御霊の実り豊かさという点で、霊の人です。


  これがまさに、ペンテコステの結果生じたことです。その日、霊の人々が誕生したようでした。彼らは流れる川からいのちを汲みました。彼らは霊的度量、霊的知性を持つ人々でした。御霊が来臨される前、ペテロ、ヤコブ、ヨハネらのように事の中心にいた人々は暗闇の中にあり、完全に霧で覆われていました！彼らは、イエスの死が自分たちの人生にとってどのような価値があるのか、全く理解できませんでした。「主よ、そのようなことはあなたから遠ざかりますように。そのようなことは決してあなたに起きるはずがありません」（マタイ十六・二二）。言い換えると、「もしそのようなことが起きたら、万事休すです。私たちの希望はおしまいです」。また、エマオへの途上にあった二人の弟子を見ましょう。彼らの会話はなんと絶望と失意で満ちていたことでしょう。これは彼らが、「イエスは死んでしまった」と考えていたからです。だれも全く理解できませんでした。すべてが死で彩られた、暗い、暗い、夜だったのです。


  しかしペンテコステの日に、彼らは十字架を完全に理解しました！彼らは十字架を賛美し、十字架以外に何も話すことがありませんでした！彼らは十字架の意味について光を受けました。今や、彼らは霊の人であり、真の意味で再生された人です。彼らは霊的理解力、霊的知性、霊的影響力を持っています。私が思うに、彼らは驚いて心の中で言ったのではないでしょうか。「どういうことでしょう。覚えているでしょうか、イエスが亡くなることを考えると、一筋の希望も、光も、前途も見いだせなかったことを。以前はよく十字架をそのように思っていましたし、十字架はなんと恐ろしかったことか！これまでずっと、十字架は一巻の終わりの象徴でした。しかし今ここで、まさにその十字架を賛美しようとは！素晴らしいことではないでしょうか？私たちを破滅させると思っていた十字架が、私たちを建て上げてくれるのです。聖霊は、私たちが恐れ、怖がっていたものを用いて、私たちを新しい人にしてくださいました！」


  



  十字架による新しいいのち


  



  彼は十字架によって至る所にいのちをもたらされます。至る所にです。「この川が流れて行く所はどこでも、すべてのものが生きる」（エゼキエル四七・九）。すべてのものが生きます。これは御霊の働きです。十字架の道により、至る所にいのちが訪れます。十字架に関して悪魔に籠絡されてはなりません。しかし、注意しなさい！もし十字架を間違って解釈し、適用するなら、神が意図されたものではない種類の結果が生じるでしょう。自分の自己を十字架につけようとして、常に自己に向かうなら、あなたは間違った方法で十字架を適用しているのです。聖霊に任せなさい！あなたは十字架に関する神の真理を信じています。あなたは、十字架によって神が何を意味しておられるのか、理解しています。ですから、自己から聖霊に向きを変えて、こう言いなさい。「私にはこれをすることはできません。あなたがしてくださらなければなりません。私は進むとき、失敗し、間違いを犯し、つまずき、誤った道に行ってしまいます。私は何度も何度も主のもとに行き、すみませんでしたと言わなければなりません。しかし、どうか責任を持ってこれを行ってください。私にはできません！」。もしあなたや私が自分自身を十字架につけようとして十字架を取るなら、私たちは恐ろしい内省の虜になるでしょう。神が意図されたものではない内省や絶望をもたらす、間違った十字架の解釈があります。十字架は私たちを自己の中に放り込むのではなく、私たちを自己から解放して新しいいのちにもたらすのです。


  



  御霊の目的は完全な働きである


  



  さて、もう一言述べましょう。聖霊は常に完全な働きを目指しておられます。もし人々が途中でやめるなら、何か深刻なことが起きるでしょう。もし彼らが断片的な働きをそれ自体で完結したものとするなら、何か深刻なことが起きるでしょう。もし彼らが一組の教えをそれ自体で完結したものとするなら、あるいは真理の一部をあたかもすべてであるかのように扱うなら、何か深刻なことが起きるでしょう。たとえば、もし私たちが福音伝道をすべてとするなら、何か深刻なことが起きるでしょう！遅かれ早かれ、それは地下にもぐり、消えてしまうでしょう。この川は宮とつながっています。この川は宮から始まります。すなわち、神の宮であるキリストとその教会から始まります。神の宮は神の全き御旨であり、「すべての中ですべてを満たしている方の豊満」（エペソ一・二三）です。ですから、この全き御旨から何かを取り去るなら、また物事を神の宮と密接な関係に保たないなら、何か深刻なことが起きるでしょうし、現に起きています。大きな運動がいくつもありますが、それらは神の宮と関係していません。しばらくしてから探すと、それらはどこにあるでしょう？そのうちのどれくらい、追跡して見つけられるでしょう？それらは消えてしまい、地下にもぐってしまいました。聖霊に関する一つの教え（ペンテコステやその他の名で呼ばれているもの）をそれ自身で完結したものとし、それを神の全き御旨と関係させないなら、あなたは恐ろしい混乱、悲惨な状況・状態に陥るでしょう。それは主にとって不名誉なことです。


  聖霊は神の全き御旨・意図に関して働かれます。聖霊は完全な働きを目指しておられます。すべてが神の全き意図・目的との関係の中にもたらされる時だけ、聖霊は豊かさを増しながら進み続けることができます。働きであれ、教えであれ、「様々な事柄」という制約を聖霊に課すなら、聖霊は止まってしまいます。聖霊は、彼の全き御旨に関して、全き道を要求されます。私たちが知ることのできる御霊の度量は、私たちの生活の中に占める神の御旨の度量に比例します。もし私たちが神の意図の一部分の中にしかおらず、そしてその部分を越えようとしないなら、私たちはその分の度量の御霊しか持たないでしょう。もし私たちが神の全き御旨と一致しているなら、私たちは聖霊と共同の完全な働きを持つでしょう。


  ですから、川は第一に十字架と関係しています。十字架は道を開き続け、水路を深め、広げます。次に、川は宮と関係しています。なぜなら、この経綸だけでなくあらゆる時代にわたって、神の御旨のすべては「神の宮」という名が示すもの――教会――と関係しているからです。教会は「永遠の時の前」に神が計画された素晴らしい神の傑作です。偉大な聖霊経験を持ちたければ、この実に偉大なものの中にいる必要があります。


  



  第五章　満ちあふれる恵みの川


  



  
    「神よ、あなたの慈しみはなんと尊いことでしょう！人の子らはあなたの御翼の陰に身を避けます。彼らはあなたの家の豊かさでいっぱいに満たされます（欄外「潤されます」）。あなたの楽しみの川から、あなたは彼らに飲ませなさいます。」(詩篇三六・七、八)

  


  
    「わたしが与える水を飲む者はだれでも、決して二度と渇くことがない。わたしが与える水は、その人の内で泉となって、永遠のいのちへとわき出るのである。」（ヨハネ四・十四）

  


  
    「イエスは立って叫んで言われた、『だれでも渇いている者は、わたしに来て飲むがよい。わたしを信じる者は、聖書が言っているように、その人から生ける水の川々が流れ出るであろう』。」（ヨハネ七・三七、三八）

  


  
    「そして彼は、水晶のように光り輝く命の水の川を私に見せた。それは神と小羊の御座から出て」（黙示録二二・一）

  


  
    「御霊と花嫁は言う、『来てください』。これを聞く者は『来てください』と言いなさい。渇く者は来なさい。いのちの水がほしい者は、それをただで受けなさい。」（黙示録二二・十七）

  


  しばらくの間エゼキエル書を離れ、このいのちの川の単純な意味とそれに関する素晴らしい神の約束について考えることにします。最初に次の事実を再び述べることから始めましょう。すなわち、いのちの川、神の川に関して述べられているこれらのこと、そして人の子らが満足させられ、潤され、満たされ、この豊かないのちの水路・器とされることについて述べられているこれらのことはみな、クリスチャン生活のあるべき姿を示しているのです。私たちは神ご自身の御言葉の権威を単純に、しかし積極的に証しします。クリスチャン生活はこうなるべきですし、こうなることができます。これが神が備えてくださったものです。クリスチャン生活をこのようにするものは何でしょう？


  聖書はその答えで満ちています。すなわち、神はご自身の聖霊を与えてくださった、ということです。聖書全体を通して、いのちの霊である聖霊を象徴するものは水です。小さな雫の水ではなく、川々の水です。「生ける水の川々」とイエスは言われました。ヨハネは直ちにこれを解釈して言いました、「彼はこれを御霊について言われたのである」。クリスチャン生活をこのようなものにするため、今の時代、神は聖霊を送ってくださいました。その川とは何でしょう？いのちの川です。イエスは言われました、「わたしが来たのは彼らがいのちを持つため、豊かに持つためである」。これがクリスチャン生活に対する彼の見解でした。このいのちの豊かさ、この御霊の豊かさとは何でしょう？その答えはパウロによって述べられている一つの節の中にあります、「それはあなたたちが満たされて、神の全豊満へと至るためです」（エペソ三・十九）。ですから、これは神の豊満なのです。これが言っているのは、私たちがその全豊満へと至ることが神の意志、意図、目的であるということです。


  もう一つ質問しましょう。この川を与えることの背後にある動機は何でしょう？神がいかなる動機でこの川を計画・用意されたのかは、何を表し、何を意味するのでしょう？その答えは一語で与えられます。すなわち、恵みです。つまるところ、その川は神の恵みの川です。長い人生、イエスと初めて会ってから過ぎ去った長い年月を振り返った時、このヨハネが述べたものは恵みでした。「私たちはみな、彼の満ち満ちた豊かさの中から、恵みの上にさらに恵みを受けました」（ヨハネ一・十六）。これは逆巻く川です。一人の九十歳の老人が、自分が見た神のすべての働きと、この恵みの中に入ったすべての知人のゆえに、「私たちはみな、彼の満ち満ちた豊かさの中から、恵みの上にさらに恵みを受けました」と総括して証ししているのです。これは素晴らしいことです。（「私たちはみな」と言った時、彼はだれのことを考えていたのでしょう。大人数であることは確かです）「私たちはみな心ゆくまで飲みましたが、この恵みの川の一端にすら触れていないのです」。あるいは、パウロの言葉を考えてご覧なさい。次のパウロの言葉の意味を描写・記述できるものは、確かに、あふれる水だけです。「罪が満ちあふれたところには、恵みも遙かに豊かに満ちあふれました」（ローマ五・二〇）。「遙かに豊かに」です。あふれる水がどのようなものか、私たちは知っています。現代の広範囲に及ぶ洪水について、私たちは多少知っています。そうです、罪は満ちあふれましたが、恵みはますます満ちあふれたのです。


  



  エペソ人への手紙―――満ちあふれる豊かさの書


  



  さて、この満ちあふれる恵み、この恵みの川の意味について知るために、とても良く知られている書であるエペソ人への手紙を見ることにします。ご存じのとおり、これは満ちあふれる豊かさの書です。この手紙は最上級表現の上にさらに最上級表現を重ねて書かれており、まるで見ているものの巨大さを扱おうとして奮闘しているかのように、言葉をいくつも連ねて書かれています。その言葉使いは満ちあふれる豊かさを表現するものです。「私たちが求め、思うところのすべてを遙かに超えて豊かに」（三・二〇）という表現があります。一つの波の後に、もう一つの圧倒的な波が続きます。また、「それはあなたたちが、その広さ、長さ、高さ、深さを知り、人知を遙かに超えたキリストの愛を知るためです」（三・十八、十九）という表現もあります。この書は、神の民に対する神の満ちあふれる豊かさの手紙です。


  そして、神の満ちあふれるこの豊かさは、多くの素晴らしい形で示されています。この手紙は、聖書以外どこにも見いだせないことを私たちに知らせ、理解させます。たとえば、時が始まる前に神がご自身の民に対して持っておられた大いなる御旨、そして一つの大いなる目的のために、神はその民をご自身のために選ばれたことです。神は、彼らを見つけるために、永遠から出て時の中に入って来られました。そして神は、彼らを時の中から引き上げて、永遠の中に導き入れておられます。これは大いなる御心、大いなる計画、大いなる意図、大いなる目的によります。この書には、私たちに関する神の「予定的御旨」、時の中における神の召し、その御旨と召しの大いなる目的についての素晴らしい啓示が記されています。それは、これらのことを代々にわたって人々に理解させるためです。


  親愛なる友よ、もしあなたがイエス・キリストの召しと神の恵みに応じてきたのなら、何か途方もないもの、何か巨大なもの、何か抗えないものに捕らえられていることを、先に進むにつれて知るようになるでしょう。それがどのようなものなのかを描写しようとする時、エゼキエル書は見事に私たちを助けてくれます。覚えておられるでしょうが、川はその幅と深さを増しながら、宮の敷居の下から発し、祭壇の横を流れ、聖なる敷地全体を通り、国土を流れ下りました。この預言者が告げるところによると、幻の中で一人の人が彼を川に連れて行き、次に川の中に連れて行きました。最初、川はかかとの深さでした。それから、川が膝の深さになるまで、さらに腿の深さになるまで、彼は導かれました。そして、「泳げるほどの水」になりました。最後の描写は、「渡ることのできない川」（エゼキエル四七・一～五）です。


  これは素晴らしいです！これが神の恵みの川だとすると、それはあなたや私の理解・能力を超えたものであり、自分たちの貧弱な限られた容量内には収まらないものです。どれほど必要が大きくても、この川は私たちを超えています。この川は常に私たちを超えています。あなたはもうこれを悟っているでしょうか？私は悟りつつあります。あなたは自分自身に絶望し、「もはや神の恵みも自分を助けられない」と思ったことはないでしょうか？しかし、この川が完全に自分を超えていることをあなたは知ります。あなたはこの恵みの川に抵抗できません。前に述べたように、もし恵みの呼び声に応じるなら、それが何か途方もないものであることをあなたは発見するでしょう。恵みの川は時の前に遡り、時の後も進み続けます。それは永遠と同じく広大無辺です。


  



  あらゆるものの土台である恵み


  



  エペソ人への手紙を見ましょう。前に述べたように、これは満ちあふれる豊かさの手紙です。印象的なことに、最もよく使われている言葉の一つは「恵み」です。これは長い手紙ではありません。二十分以内で読み通せます。読み進んでいくと、「恵み」という言葉に少なくとも十二回出会います。そこで、この手紙が満ちあふれる豊かさに関して恵みについて何と言っているのか、見ることにしましょう。「しかし神は、私たちが罪過の中で死んでいた時、私たちをキリストと共に生かし（恵みによってあなたたちは救われたのです）、私たちを彼と共に復活させ、彼と共に天上に座らせてくださいました」（エペソ二・四～六）。「恵みによってあなたたちは救われたのです」。使徒はこの文章を括弧でくくっていますが、これは途方もない文章です。「私たちが死んでいた時」――神に対して死んでおり、神のあらゆる御旨に対して死んでおり、神の観点から見た私たちの存在意義全体に対して死んでいました。そうです、「罪過の中で死んで」いたのです――神は「私たちをキリストと共に生かし」てくださいました。「しかし」と使徒は注意深く言います、「しかし、それはすべて恵みによります」。「恵みによってあなたたちは救われたのです」。これがすべての土台です。


  使徒は何かとても素晴らしいことを言おうとしていることがわかります。今にも、この永遠の満ちあふれる豊かさの中に飛び込んでしまいそうです。彼は私たちを過去に連れて行こうとしており、未来に連れて行こうとしています。彼はこのクリスチャン生活に関して何か驚くべきことを私たちに言おうとしています。しかしこの括弧の中で、彼はそれら全体の土台について述べます。まるでこう言っているかのようです、「これらのことをあまりせいて話さないように気をつけましょう。むしろ、これら全体の土台が何かを正確に把握しましょう」。これら全体の土台は恵みです。ごく単純かつ強調的に言いましょう。あなたが何をしようとも、どれだけ先に進み、望み、奮闘し、待とうとも、それは常に恵みを土台としているのです。あなたは決してこれから逃れられません。恵みは恵みです。それは恵みであるのです！神はそれが恵みであると言われました。それは恵みでなければならず、あなたは決してそれを他のものにできません。恵みは万物に対して開かれている扉です。恵みは扉を開き、これらすべての満ちあふれる豊かさへの入口になります。恵みの川が私たちをその中に導きます。


  



  万物の目標である恵み


  



  「それは神が、キリスト・イエスの中で、私たちに対する慈しみの中にある彼の恵みの卓越した富を、来たるべき時代に示すためでした」（二・七）。次に安全性の再確認がなされます、「なぜなら恵みによって、信仰を通して、あなたたちは救われたからです」（八節）。なんという宣言でしょう！しばしば述べてきたように、あなたは決してこの書を汲み尽くせません。この書の一つ一つの小さな節が、生涯あなたの心を捕らえ続けるでしょう。これは誇張ではありません。もう一度聞いてください、「それは神が、キリスト・イエスの中で、私たちに対する慈しみの中にある彼の恵みの卓越した富を、来たるべき時代に示すためでした」。これを理解できるでしょうか？これはあなたを超えており、あなたをはっとさせます。これは把握・理解・説明しようとするあらゆる努力を粉砕して、ものともしません。しかし、ここに宣言があります。この同じ聖霊の照らしと促しの下で（聖霊は永遠の霊であり、人が造られる前からすべてのことをご存じであり、時間がもはや存在しなくなる時のこともすべてご存じです）、恵みの素晴らしい目標として、この人パウロはこう書き記すよう導かれました。「それは神が、キリスト・イエスの中で、私たちに対する慈しみの中にある彼の恵みの卓越した富を、来たるべき時代に示すためでした」。これが万物の目的です。万物の土台は恵みです。万物の最終目標は恵みです。ここに川の源があります。それは恵みです。ここに、時の中で私たちを拾い上げる川の経路があります――この川は私たちを召し、恵みによって私たちを救います。ここに川の目標があります――この川は私たちを来たるべき時代に導き入れ、私たちを「彼の恵みの卓越した富」を展覧するための手段・器とします。神の恵みはなんと偉大でしょう！


  



  キリストを宣べ伝える恵み


  



  次の章に進みましょう。「あなたたちのために私に与えられた神の恵みの執事職について、あなたたちはすでに聞いているでしょう。（中略）私は、神の力の働きにより、私に与えられた神の恵みの賜物にしたがって、この福音の奉仕者とされました。すべての聖徒のうちで最も小さいものよりも小さい私に、この恵みが与えられたのは、キリストの計り知れない富を国々に宣べ伝えるためです」（三・二、七、八）。ここに、奉仕に立てる恵みが記されています。この人が奉仕に召されることは途方もないことでした。彼は考えました、「神が私に課されたこの召しはなんと偉大でしょう！この特権、この機会、この選びはなんと偉大でしょう！すべての聖徒のうちで最も小さいものよりも小さい私を選ばれるとは！まさか私がそのために選ばれるとは！これはまさに恵みです」。


  さて、あなたや私は決してパウロではありません。私たちは彼と同じ部類には入りません。しかし、私たちは同じメッセージ、同じ幸いな任務を持っています。国々に神の恵みを宣べ伝えるよう召されていない人は、私たちの中に一人もいません。私たちが宣べ伝えるのは、自分たちが生まれ住んでいる国に対してかもしれませんし、他の国々に対してかもしれません。しかし、神の民として、教会、キリストのからだの一員として、私たちの機能、私たちの働き、私たちの存在意義は、神の恵みを知らせることです。これを行えること自体が恵みです！私たちのだれもが、たとえささやかな方法ではあっても、キリストに関する事柄を人々に供給することを許されているのです。これはなんと大いなる恵みでしょう。


  ここに、奉仕に立てる神の恵みがあります。主権的恵み、とパウロは呼ぶでしょう。「なぜ私を選ばれるのでしょう？なぜ私に任されるのでしょう？なぜ私にこの栄誉をお与えになるのでしょう？『すべての聖徒のうちで最も小さいものよりも小さい』この私に」。あなたはこの「すべての聖徒のうちで最も小さいものよりも小さい」という部類に自分を入れることができるでしょうか？できると感じている方もいらっしゃると思います。パウロは、「すべての伝道者や教師のうちで最も小さいものよりも小さい」と言ったのではなく、「すべての聖徒――すべてのクリスチャン――のうちで最も小さいものよりも小さい」と言いました。あなたはそう感じているでしょうか？偽りの謙遜ではなく、見せかけの柔和さでもなく、私たちは確かにそう信じていますし、自分は全く無価値だと感じています。しかし、主権的恵みは最も価値のない者に目を向けて言います、「たとえあなたのような人でも、わたしの恵みを受けるなら、出ていって、人々にわたしの恵みを正直に告げることができます。誤った立場に立ってではなく、またなんら矛盾することもなくです」。


  



  恵みの備え


  



  次の章に進みます。「しかし、私たち一人一人に、キリストの賜物の度量にしたがって恵みが与えられました」（四・七）。ここに、何か別のことを行う恵みが記されています。第一に、恵みは私たちを召します。第二に、恵みは神の大いなる目的・御旨の中に私たちを導き入れます。それは、来たるべき時代に「キリスト・イエスの中で、私たちに対する慈しみの中にある彼の恵みの卓越した富」を現すというこの目標に直結させます。第三に、私たちが神の大いなる目的・御旨の中にある時、恵みは私たちに何かを与えます。それは私たちに何らかの働きをさせ、何らかのメッセージを伝えさせるためです。恵みは私たちの後ろに立って、完全な備えをします。「私たち一人一人に、キリストの賜物の度量にしたがって恵みが与えられました」。恵みは、神がそれに召しておられ、目指しておられるすべてのものに対する、素晴らしい備えです。


  使徒はこの恵みを備えとしてどれほど知っていたことでしょう！ある時、彼はある問題で困難に遭い、悩まされました。彼は障害と妨げを受けて、ほとほと困り果てました。それは罪や不道徳ではなく、体の病だったようです。彼はそれを「私を打つサタンの使い」「肉体の一つのとげ」（二コリント十二・七）と呼びました。それは彼を常に虐げるものでした。彼はこう言えたでしょう、「絶えず私の邪魔をして、私を悩ます、この厄介物を抱えているというのに、一体どうして自分の務めを果たせるというのでしょう。神が私に行わせるために召されたことを、どうしてすべて行えるというのでしょう。これは全く矛盾しているように見えますし、召しや成算とも一致しないように見えます。一方で、『神はあなたをこれに召したのです』という声を聞きますが、他方で、神がこの恐ろしい障害を私に与えられたのを見ます」。


  パウロはこの矛盾に思える問題の真っただ中にありました。彼は言います、「私はこれについて主に叫んで、『主よ、これを取り去ってください。これは妨げ、制約です』と言いました。しかし、返事はありません。私は再び、『主よ、これを取り去ってください』と言いました。しかし、返事はありません。私は三度目に戻ってきて、『このために私はあなたを三度求めました。主よ、これを取り去ってください』と言いました。主は、『わたしはそれを取り去りません』とは言わずに、『わたしの恵みはあなたに対して十分です。わたしの力は弱さの中で完全に現されるからです』と言われました。『わたしはそれを取り去りませんが、あなたにしてほしいことをあなたがすべて行えるようにしましょう。あなたは制約を受けるかもしれません。困難に遭うかもしれません。敗北や剥奪を意味するように思える事態に遭うかもしれません。しかしそれにもかかわらず、恵みは事をなさしめることができるのです』」。


  「度を越えて高ぶらないため」という理解にパウロが達したように、そうしたことは必要なのかもしれません。そうしたことは高ぶりを閉め出すために必要なのかもしれません。高ぶりは他の何ものにもましてすべての務めを破船させます。高ぶりは病、弱さ、「私を打つサタンの使い」よりも遙かに速やかに、神に対する有用さを損ないます。いかなる犠牲を払っても、高ぶりを閉め出し、恵みの供給に信頼しましょう。恵みは事を成就させます。


  



  恵みの影響


  



  「腐敗した言葉をあなたたちの口からいっさい出してはいけません。むしろ必要に応じて、人を建て上げるのに良い言葉を語り、聞く人たちに恵みを与えるようにしなさい」（四・二九）。私たちの生活における恵みの効果は、私たちを礼儀正しく振る舞わせ、私たちに上品な会話をさせること、私たちを善良な民、礼儀正しい民、恵み深い民にすること、恵みを与える言葉を話させることです。その結果、私たちの間における恵みの働きのために、他の人々も恵み深くなり、神の恵みの特徴を帯びるようになります。ここに、私たちの生活における恵みの効果・影響があります。あなたや私の生活の中に働く神の恵みは他の人々に影響を与えます。その結果、彼らもこの恵みの影響の下に来て、変わることになります。


  「腐敗した言葉をあなたたちの口からいっさい出してはいけません」。あなたの中の恵みの働きのゆえに、あなたは他の人々が使う言葉を使いません。しかし、それで終わりではありません。あなたの存在が、そのようなことを言ったり、話したりすることが間違いであることを、他の人々に感じさせるのです。そして不敬虔な人々ですら、あなたのいる所では、自分たちの腐敗した言葉使いをやめるようになります。あなたの生活の中の神の恵みが彼らを制限します。もし彼らが出て行くなら、彼らは後で悲惨な時を過ごすことになります！「私はあなたの秘密を知りたいのです。驚き、悩み、困惑していい状況なのに、そうしないのはどういうわけでしょう。あなたはそうしません！」。これは、あなたの中の恵みの働きのゆえに、他の人々の中で恵みの働きが始まったしるしです。これは、恵みが私たちの間で働くとき、恵みが他の人々に及ぼす効力です。「聞く人たちに恵みを与えるようにしなさい」。これは最高の種類の務めではないでしょうか？あれをすべきだとか、これをすべきではないと、人々に説教して語り告げるよりも、遙かにまさっています。彼らに神の恵みを見せ、彼らをその影響の下に来させなさい。そうすれば彼らは変わるでしょう。恵みは効果的です。恵みは受け身的なものではありません。恵みは他の人々に語りかけるものなのです。


  



  恵みの祝祷


  



  最後はこれです。「不朽不滅の中で、私たちの主イエス・キリストを愛するすべての人に、恵みがありますように」（六・二四）。「すべての人に（中略）恵みがありますように」。これは、私が「祝祷」と呼ぶものの一部です。「父なる神と主イエス・キリストから、兄弟たちに平和と、信仰を伴う愛がありますように」。これは確かに恵みの祝祷です！祝祷は集会の終わりに宣言されるたんなる形式ではありません。祝祷は祝福を与えることです。そして、私たちは祝祷であるべきです。私たちはこの世の中で神の恵みそのもの、人々への神の祝福であるべきです。いわゆる「祝福」や「祝祷」を宣言することは、とても容易です。しかし、手紙をこのように締めくくったこの人は、敬虔な言葉を使ったり、手紙を上品に礼儀正しく終えただけではありませんでした。彼自身が祝祷だったのです。そしてこの人パウロによって、あなたや私は神の恵みの祝福の下に来ました。今、同じ恵みが私たちに向けられているのですから、私たちは祝福でなければなりません。人々の祝福のために祈らなければならないだけでなく、また人々に祝福を宣言しなければならないだけでなく、祝福――神の恵みの祝福――でなければならないのです。


  神の恵みは実に大いなるものです。それは力強く私たちを救い、保ち、用い、祝福とします。神の恵みに応じるとき、私たちは自分が何か実に大いなるものの中にあることを発見します。それは何ものによっても、また自分の持てる他のすべてのものによっても、決して代わりのきかないものです。ですから、信者たちが神の恵みから落ちないよう、使徒は最も気を遣い、そのために祈りました。この恩恵は無代価で私たちに与えられます。なぜなら、これは恵みだからです。この恩恵は、施すのに何の条件も要求しません。この恩恵は何もしないこと、信仰によって受け入れること、神を信じる良い信仰によって信じることを私たちに求めます。これがすべてです。もし「私はまだ十分に正しくありません」と言うなら、恵みを退けてしまうだけでしょう。これは恵みを却下することではないでしょうか？恵みは、私たちが十分に正しくないからこそ、恵みなのです。恵みは私たちが十分に正しくないことを必要とする、とさえ言ってもいいでしょう。もし私たちが十分に正しかったなら、恵みのようなものは決して存在しなかったでしょう。恵みはその性質上、私たちが十分に正しくないこと、私たちがそのために何もできないことを前提とします。


  おそらく、あなたは言うでしょう、「しかし、始めたとしても、私は進み続けられないでしょう」。こうして、あなたは恵みを却下します。神の恵みなしに一日たりとも進めた人は、私たちの間にだれもいません。これを私たちはよく知っています。「しかし、私は全く神の役に立てませんでした。それどころか、主に仕えられるなんて到底思えませんでした」。こう言うとき、あなたは恵みを却下します。神に最も用いられた人々に尋ねてみなさい。あんなにも力強く用いられた、この人パウロに尋ねてみなさい。彼が用いられたのは、彼が良い教育を受けた人で、賢く、知的で、精神と意志の大きな力を持っていたからでしょうか？彼はあなたに言うでしょう、「決してそうではありません。そうしたことはどれも、私を前進させ続けられなかったでしょう。私が務めを全うできたのは、神の恵み以外の何ものにもよりません」。あなたは言います、「この大いなる召し、最後には成就されるだろうとあなたがおっしゃるこの召しは、私の力を遙かに超えています。それはおそらく、他のだれかのためのものでしょう」。このように言うとき、あなたは再び恵みを却下するのです。なぜなら、それをなすのは恵みだからです。私たちの名を小羊の命の書に記したのは恵みでした。開始された恵みは完成されるでしょう。


  これはすべて恵みによります。神の恵みに頼りなさい。これがなすべき唯一のことであることを見いだす人が、私たちの間の主を長年知っている人の中にもきっといるはずです。私たちは再びこれを行いたいのです。ただ神の恵みの川の中に飛び込んで、その流れに身を任せなさい。


  



  第六章　霊といのち


  



  
    「人を生かすのは霊であって、肉は何の役にも立たない。わたしがあなたたちに話した言葉は霊であり、いのちである。」（ヨハネ六・六三）

  


  霊といのちというこの二つの言葉は、第一が性質を示し、第二がその効能を示しています。性質は霊であり、その効能・結果はいのちです。


  



  霊性は分水嶺を創る


  



  これらの言葉が実際に話された文脈によると、霊といのちは分水嶺を意味しただけでなく、実に分水嶺を生じさせました。第一に、それはキリストとユダヤ人とを隔てる分水嶺でした。第二に、それはキリストと多くの弟子たちとを隔てる分水嶺でした。弟子たちの多くは、たんなる追従者、「口先だけの者」、霊的な方法で彼に「加えられた」のではない、外面的な信奉者でした。「わたしを遣わした父が引き寄せてくださらないかぎり、だれもわたしのところに来ることはできません」（四四節）。明らかに、自分から彼に加わった、かなりの数の人々がいました。彼らはイエスに連なり、彼と一緒に歩き回りました。彼を見いだす所にはどこでも、常に彼らを見ることができました。昔ながらの同じ顔ぶれがいつもそこにいて、興味津々だったのです。しかし、彼らは御父によって霊的な方法で彼に加えられていませんでした。彼らの内側は何も変わっていませんでした。彼が霊的に深い事柄を語り始められると、彼らはもはや従者ではいられませんでした。内面的に、彼らは弟子ではなかったからです。「こういうわけで、弟子たちのうちの多くの者が退いて、もはや彼と共に歩まなかった」（六六節）。彼らは脱落しました。彼らの霊的状態のせいで、彼の御言葉は自らに応答する霊的土壌を見つけられず、それゆえ分水嶺を創り出したのです。これは注意すべき事柄であり、大量の光がそれに続く事柄です。


  第一に、その分断は霊性と物質主義との間にありました。「物質主義」と言うとき、何か粗野なもの、商業の世界と大いに関係があるもの、財務や信用取引などにおける収支や価格を、もちろん普通は考えます。これらは世俗の領域に属するものです。しかし、物質主義の適用範囲はこれよりもはるかに広いのです。物質主義とは、天然的な感覚で見たり、扱ったり、認識したりできるいっさいのものを受け入れるのと同時に、それらのものの中に自分を閉じ込めてしまう見方を意味します。物質主義は、霊のものに対立する肉のものであり、不可視のものに対立する可視のものであり、永遠のものに対立する一時のものであり、天上のものに対立する地上のものです。この言葉は非常に広い意味を持っています。


  それはまた、霊性と形式主義とを隔てる分水嶺でした。もちろん、形式主義は物質主義の一つの側面、物質主義の宗教的側面にすぎません。ご存じのように、イスラエルの非常に形式的なサドカイ人たち、パリサイ人たち、支配者たち、祭司たちは、はなはだ物質的でした。すべてが外面的でした。宗教組織の外面的な形式や手続きに関するいっさいのものと霊的なものとの間に分水嶺がありました。


  さらに、それは霊性と神秘主義とを隔てる分水嶺でした。これは非常に現実的でありながら、追跡して突き止めることが時として非常に困難な分水嶺です。ご存じのように、旧約の宗教はそのほとんどが象徴の宗教でした。旧約の宗教は象徴的表現の広大な包括的体系によってすべて表されていた、と言ってもいいでしょう。先に進んだところで、私たちはこの点に戻ってきます。象徴的表現を取り上げて神秘的に解釈し、それを霊性と勘違いすることは、とても容易です。これから再び話そうとしている、これらの旧約の象徴はみな、なんと神秘的でしょう！もしよければこう言いましょう、これらはなんと奥義的でしょう！――これは同じことを述べる別の表現にほかなりません。そして、特にある種の心情や気質の持ち主がそれらの象徴に引きつけられます。そして、それらの象徴が取り上げられ、用いられ、説明されます。頻繁にこのようなことが行われ、神秘的魅力を持つものとして残りますが、何の役にも立ちません。それはみなとても素晴らしく、それに関する神秘は魅力的です――それは全く皮相的ではなく、ある種の人々に訴えます。しかし、型や象徴をさんざん学んだ末に、結局あなたは何を得たのでしょう？それは何になったのでしょう？それからどれだけ真の霊的度量が生じたのでしょう？知的享楽や楽しみしか残さないものが、どれだけあるでしょう？神秘主義と霊性は全く異なる二つのものです――それらは異なる二つの領域に属しています。神秘主義がキリスト教の中に入り込み、霊性だと思われています――しかし、神秘主義は霊性の類のものではありません。これを認識して突き止めることがとても重要です。


  「これは御霊からのものと魂からのもの、霊的なものと魂的なものとを隔てる分水嶺である」と言って要約することができるでしょう。イスラエルの旧約宗教は完全に魂からでした。すなわち、それは天然の人でも理解できるものだったのです。天然の人でも、別人になることなく、それを見物することができましたし、それに参加することさえできました。天然の人でも、それが生活の中で最優先になるほど、それに夢中になり、熱中することができました。しかし、それは何の変化も生じさせません。これが魂からのものです。御霊からのものは、本質的にこれとは異なります。それは別の異なる領域に属するだけでなく、全く異なる影響を及ぼすのです。最初に引用した句の中で主イエスは言われました、「人を生かすのは霊であって、肉は何の役にも立たない」。もちろん、彼は「肉」という言葉を肉体という意味で使われたのではありません。これは「天然の命」を表す彼の言い回しにほかなりません。形式、象徴、予表論などを旧約からすべて得ていたこれらの宗教的な人々に向かって、彼は言われました、「霊の事柄の領域では、魂、天然のいのちは何の役にも立ちません」。


  



  霊性――試金石であり「真理」である


  



  さて、宗教上のあらゆるものに対する試金石は、それがどれだけその目的に達しているのか、それがどれだけ霊的な男女、霊的な生ける民を建て上げているのか、ということです。すべてに対する試金石がそこにあります。これらの宗教的な人々やユダヤの国が持っていたものはみな、大いなる財産であったにもかかわらず、彼らを霊的な民にしませんでしたし、したがって彼らを真の意味で生ける民にしませんでした。主イエスは、ヨハネによる福音書のこの章に記録されているように、それら全体と真の霊性との間に大きな隔てがあること、そしてご自身が試金石であることを、まさに指摘しておられます。あらゆるものの価値を問う試金石――私たちの聖書知識に対する試金石、聖書研究から引き出したあらゆる富に対する試金石、クリスチャンの諸事との関わり全般に対する試金石、主の御名の中で行うあらゆる働きに対する試金石、クリスチャンの奉仕のあらゆる組織、あらゆる手段に対する試金石――はまさにここ、この一点にあります。すなわち、それはどれだけ霊的な男女を生み出しているのか、ということです。


  これは今日、キリスト教で大いに必要とされている課題です。ご存じのように、キリスト教は真に霊的な人々と、たとえ自称クリスチャンであっても霊的ではない人々とに分けられます。霊的でないものや、「生きている」という言葉でイエスが言わんとされたとおりに生きている霊的な男や霊的な女ではない人は、彼から言うと「真理ではない」のです。彼は絶えずこの区別をしておられました。ヨハネによるこの福音書には、繰り返しこの区別が出てきます。最も有名な例は、四章のスカルの女との主の会話の中にあります。ある時点で、その会話が困惑するもの――とても個人的なもの――になったので、彼女は話題を変えて、それを広げました。彼が「宗教的な人」であり、「宗教について話すことを願っている」ことに気がついて、彼女は自分も宗教について話すことができると思い立ったのです。「私たちの先祖はこの山で神を礼拝しました――あなたたちユダヤ人は、エルサレムで神を礼拝しなければならない、と言っています」。主は言われました、「女よ、わたしを信じなさい。真の礼拝者たちが、この山でもエルサレムでもない所で礼拝する時が来ます。今がその時です。神は霊ですから、神を礼拝する者は霊と真理の中で礼拝しなければなりません。神はこのような人々を礼拝者として求めておられるのです」（二一～二四節）。


  ご存じのように、ゲリジム山、サマリヤ人の宮と、エルサレム、ユダヤ人の宮は、その国の全宗教組織を代表していました。この宮は物質的であり、地的であり、形式的です。イエスはいわば雑巾を取って、その領域を拭い取ってしまわれます。彼は言われます、「それは真理ではありません。真理は霊的なものだけであり、霊的なものは真理だけです」。「霊と真理の中で」。御言葉を読み通して、彼がこれをどれほど強調しておられるのかを見てください。これは実にヨハネによる福音書第六章の本質です。イエスによると、何が「真理」でしょう？これまで述べてきたことはみな、真理ではありません。真理は、その性質・本質が霊的なものなのです。


  



  霊性は見ることを意味する


  



  霊性に関する第一の点は目を持つこと――見えることです。最初に引用した御言葉の文脈を見てください。「そして彼らは言った、『これはヨセフの息子、イエスではないか。彼の父や母をわれわれは知っているではないか？どうして彼は今、私は天から下ってきた、と言うのか？』」（四二節）。これは非常に重大な問題に対する一つの目安です。これらの宗教的な人々、責任ある宗教的な人々は、地的な方法でしか彼を知らなかったことがわかります――彼らは彼を天的な方法で全く知らなかったのです。彼は繰り返し言われます、「わたしは天から下ってきました」、「わたしは天から下ってきたパンです」。彼らは言います、「ああ、これは私たちをはるかに超えています――これは全く馬鹿げています！」。最初にユダヤ人が、次に彼の弟子たちが彼から離れて行ったのは、まさにこの時でした。彼らは地的なものと時の中にあるものを超えて見ることができませんでした。彼らは「近視眼的な」肉の方法で知ることができただけで、天的な方法で知ることは全くできませんでした。天から下ってきたものに関するこの会話は、彼らにとって全く自分たちの領域外のことだったのです。


  霊性の第一の特徴は見ることです。これは前の数章で取り上げたケルビムの中に明示されています。ケルビムの意味を詳しく論じ尽くしていなかったので、再びケルビムを見ることにします。ご存じのように、ケルビムの最も顕著な特徴の一つは彼らの目でした。彼らの目は、彼らがすべてを見渡していること、彼らの広い知性を意味します。しかし、さらに詳細に立ち入る前に、ここで彼らに関する一般的な説明をさせてください。ケルビムとは何でしょう？第一に、彼らは何ではないのでしょう？「ケルビムは天使である」と愚かにも主張している人々もいますが、そうでないことは指摘するまでもないでしょう。事実、彼らはいかなる種類の天の生き物でもありません。実に、彼らは実際の生き物では全くありません――彼らは実体として存在しません。天にも、地にも、他のいかなる領域にも、ケルビムに合致する被造物はいません。


  ケルビムは霊的観念、神の御思いの象徴的表現です。もちろん、ご存じのように、象徴はあらゆる領域、あらゆる時代、世界中のあらゆる場所にあてはまりますし、おそらく一つの場所では他の場所よりもよくあてはまります。きわめて実際的な西洋世界の私たちも、依然として象徴を多く用いています。象徴がなければ、数学上の大きな進歩はないでしょう！他の領域にも物事を表す象徴があります。象徴に関するこの事柄は、これまで大いに発達してきました。これは特に、古代世界について言えます。古代世界では、象徴は普通のことでした――あらゆるものに象徴的表現がありました。神はご自身の永遠の真理と霊的諸原則を東洋の象徴の形で表現することを選ばれました。イエスご自身、天的・霊的真理を言動上の比喩で表現されました。ヨハネは黙示録の中で象徴に戻るよう導かれました。パウロとペテロは隠喩の形で霊的原則や真理を与えています。パウロの隠喩は数が多く興味深いですが、それらは霊的真理を述べる手段です。もし聖書が最初から現代の西洋世界のために書かれていたなら、象徴はもっと少なかったでしょう。そして、平易な実務的文章で記されて、修辞的技巧や想像力への訴求は少なかったでしょう。しかし、聖書はそもそも、この現代の実際的な西洋世界で書かれたわけでも、そのために書かれたわけでもありません。神はこの手段、この方法を選ばれました。


  しかし、象徴を理解するには、それを与えた方が必要です。聖霊は神聖な真理と諸原則をこの方法で与えられましたが、象徴そのものを目的とするつもりは決してありませんでした。聖霊は象徴の背後に意味を隠しておられます。そして、聖霊だけが象徴を解き明かせます。聖霊抜きで象徴を解釈することはできません。これらの象徴を聖霊の解釈抜きで取り上げることは常に危険であり、その結果は神秘主義です。それらは象徴・型として魅力的なものになりますが、たんなる抽象的観念にとどまります。実際的適用や霊的結果は何もありません。私たちの仕事は、聖霊の導きの下でこれらの象徴から実際的な真理を抽出することです。実際的結果を目標とすることなく――そして、神の助けによってそれに達しないまま――聖書を取り扱うことがないよう、私たちは注意しなければなりません。「わたしがあなたたちに話した言葉」は、たんなる興味深い言葉や魅力的な言葉ではなく、「霊でありいのち」なのです。


  



  「使徒行伝」に見られる、ケルビムの諸原則


  



  さて、再びケルビムに戻りましょう。すでに見たように、ケルビムは特に四つのおもな特徴を象徴しています。第一は、ケルビムの獅子の面に見られる、被造物に対する天的で霊的な統治と権威です。第二は、牛の面によって表される、天的で霊的な力です。獅子は王を物語り、牛は奉仕や犠牲を物語ることは承知しています――それはそうなのですが、王や王職の原則は何でしょう？奉仕や犠牲の原則は何でしょう？一方の原則は統治と権威であり、他方の原則は天的で霊的な力――全く異なる種類の力です。第三は、ケルビムの人の面によって示される、天的で霊的な知性です。そして最後は、天的で霊的な主権の象徴――鷲です。ここで言う主権とは、行動の絶対的自由という意味です。前に述べたように、翼をかって飛ぶ鷲は、地上の絆やあらゆる種類の束縛からの完全な自由の化身そのものです。鷲は望む所に飛んで行きます。まるで全世界、天全体を支配しているかのようです。鷲の完全なる行動の自由、天上における絶対的主権は、聖霊の要求の象徴です。聖霊は、望むことを望むままに望むように行うための絶対的主権を求めておられます。


  さて、これらはいのちの本質的要素です。ケルビムは「生きもの」です。彼らが生きものなのは、これらを具現化しているからです。今、新約に来るなら、そして使徒行伝に来るなら、私たちはこれらすべての実際的表現を見ます。人なる方が御座に座しておられ、これらの原則が教会の中で、そして教会を通して働いています。


  第一に、天の絶対的な権威と統治がここにあります。これは後足立ちの獅子です。ある観点から見ると、これが使徒行伝ではないでしょうか？


  また、私たちはこの書の中に牛の力のような凄まじい力を見ます。すべてはその前に屈しなければなりません。その進路、道に立つものは何であれ、譲らなければなりません。地的な立場からは決して説明されえない力がここにあります。この力の伝達手段、媒介者は、この世の「取るに足りない人々」です。彼らには地位や身分、威信、肩書きや名声はありません。しかしそれでも、彼らにより万物が従うようになります。敵対する力が立ち上がり、自説を主張し、一時の間、優位に立つかのようです。しかし、さらに読み進みなさい――最後まで読み進みなさい。ここに、この世の取るに足りないこれらの人々の間で働く天の力があります。


  霊的で天的な知性についても、この使徒行伝で完全に明らかにされています。当事者たちは天からの知識や理解力に達しました。すでに指摘したように、彼らの理解力は大いに変わりました。聖霊が来臨する時まで、彼らはあらゆることを誤って解釈・理解し、あらゆることで間違いを犯しました。しかし、聖霊が来臨された時、彼らの価値観や知性はことごとく革命的に変えられ、彼らは物事を全く異なる方法で見るようになりました。天的で霊的な知性が到来しました。新約はこれについて多く述べているのではないでしょうか？「それは、あなたたちが神の御旨をことごとく完全に確信して立つためです」（コロサイ四・十二）。「私たち一同が、神の御子を知る（完全な）知識に達するまで」（エペソ四・十三）。


  そして、これらのことが使徒行伝に明確に示されている以上、四番目のもの――絶対的・主権的な聖霊の動き――はなおさらです。いかなる邪魔も容赦せず、いかなる妨害も許しません。論争があるなら、たとえそれが使徒たちからでも、聖霊はそれを打ち倒して仰せられます、「あなたたちの伝統、あなたたちの解釈、あなたたちが定めた方法からの絶対的自由をわたしは要求します。わたしは自分の道を行く絶対的自由を要求します。もしあなたたちが協力しないなら、わたしはあなたたちを置き去りにします。わたしは進み続けます」。


  さて、これはみなとても実際的です。使徒行伝はとても実際的な書ではないでしょうか？ここでは、ケルビムによって象徴されているものが実際に働いて活動しています。その結果は何でしょう？その包括的結果はいのちです。なんといういのちでしょう！すべてが生きています。すべての状況が生きています。天の秩序、天の諸原則が真に確立される時、そこにはいのちがあります。ケルビムはそれらの原則を表しているのです。


  



  園の中のケルビム


  



  さて、旧約の中で様々な段階にわたって登場するケルビムを取り上げることにしましょう。ご存じのように、最初は創世記にあります。「そこで彼は人を追い出して、いのちの木の道を守らせるため、ケルビムと四方に回転する炎の剣をエデンの園の東に置いた」（創世記三・二四）。ここでのケルビムの立場と機能は何でしょう。三つの点に注意してください。（ａ）人は園の外にいます。（ｂ）いのちの木は内側にあります。（ｃ）ケルビムはその間に来ます。ケルビムは追放・排除された人と維持・保存されているいのちの木との間に立ちます。さて、ケルビムは被造物を統治する霊的要素と称しうるものを表しています。ケルビムは常に被造物と関係しているからです。また前に明らかにしたように、ケルビムには四つの面があります。四方向、四次元、四要素（地、風、火、水）、四季などのように、四はあらゆる点で被造物の数です。以上のことを思い出すなら、罪深い堕落した人が治める地位に就かないよう、ケルビムが阻止していることがはっきりとわかります。人が造られ、園の中に置かれたのは、神のために天から被造物を治めるためでした。しかし、人は罪を犯し、追放されます。そして今、統治の天的原則の化身であるケルビムが人の道に立ちます。ケルビムが人の道に立ちはだかります。ケルビムは被造物を統治する神の代理者として、人をその地位から追放します。


  神の霊の権能と特徴は、すでに述べたこの四つの項目のためです。それは、（１）天的な権威と統治、（２）天的で霊的な力、特殊な力、（３）天的で霊的な知識、知性、理解力、（４）天的で霊的な自由、行動の自由です。今、人はこれらの原則、これらの聖霊の権能を破りました。原則上、人は聖霊に対して罪を犯しました。これらのものが人の道に立ちふさがり、人の道をさえぎって言います、「この王国にあなたの場所はありません。ここではあなたには何の権威もありません。ここではあなたには何の力もありません。ここではあなたには何の知識もありません。ここではあなたには何の行動の自由もありません。あなたは部外者です。あなたは排除されています。王国は天的です――本質上天的であり、本質上霊的です。霊的な人だけがそこに入ることができます。この霊の王国の法則自体が、霊的でない人が所を得ることを禁じるのです」。


  さて、これは真理の声明であり、聖書の大部分はこれに集約されます。神の働きの中で責任を負っている民として、私たちはこれらの法則を厳粛に受け止めなければなりません。法則があるのです。これらの法則が守られていたなら、今日、教会やキリスト教は大いに異なっていたでしょう。これらの法則が破られた結果、悲惨な災いが生じました。霊的な男や霊的な女だけが、天の王国の事柄に触れる立場、権限、権威、知識、知恵を持ちます。「あなたたちは霊から生まれなければなりません」。この点に福音がいかに集約されるのかがわかります。「肉から生まれる者は肉です」――肉は外にあり、排除されています。「霊から生まれる者は霊です」。ですからここでケルビムは、自分の存在意義にかけて、そして自分が体現している天の王国の天的法則にかけて、立ち上がって力強く言います、「見なさい！天の原則を破るあなたは排除されています。あなたは外にいて、いのちを得ることはできません。あなたは死の中にあります。いのちはあなたのためではありません」。


  しかし他方、ケルビムはまた自分の立場に立って宣言します。永遠のいのちという特徴を帯びた王国の中に入り、神が私たちのために予定してくださった支配的地位に就くには――これは来たるべき時代に教会が特に召されていることであり、主が私たちのために備えようとしてくださっていることです――私たちは霊的な男女になる必要があるのです。なぜなら、霊的な人々（あるいは単数形で霊の人とも言えるでしょう）だけが、霊的で天的ないのちの力により、神のために治めるという自分の本来の機能に立ち返ることができるからです。「あなたは人を造って、これに支配権を与え」（詩篇八・六）。しかし、「私たちはまだ、万物が人に服するのを見ていません。ただ、イエス――イエスという名に注意してください――が栄光と誉れの冠を受けたのを見ます」（ヘブル二・八、九）。この全く新しい種族の代表者である御方が、この種族のために神の定められた地位に就いておられるのを、私たちは見ています。神は依然として、この地位をこの種族のために定めておられます。


  このケルビムの最初の描写は、ただ一つのことを述べています。霊的でない人は排除されており、これらの天的で霊的な原則によって治められていないものはみな、神のエコノミーの外にあるのです。


  



  幕屋の中のケルビム


  



  次の記述は出エジプト記の二五章と二六章にあります。この幕屋にはケルビムに関する項目がたくさんあり、その詳細をすべて扱うことはできません。第一に、ここに一つの変化があることに注意してください――ここに変化があります。ケルビムは外にいません。中にいます――彼らは内側にいます。さらに、彼らは内側に住んでおり、内側で休んでいます。しかしさらに、これが旧約の祭儀区分であることに注意してください。旧約のこの区分全体を支配している特徴は祭司と祭壇です。そして、これがケルビムの地位を解き明かします。ここでの大いなる言葉は和解です。贖いの血、清めの水、油塗りの油、これらのものと共に内側のケルビムは進みます。ケルビムは仕切の織物、幕の中に織り込まれています。白い亜麻布は人性における義、青は人性における天的性質、紫は人の王的威厳、赤は人の苦しみを表します。これらが内側のケルビムの構成要素です。彼らは恵みの座を覆います。恵みの座は贖いの血の場所であり、神が語られる場所であり、契約の場所です。それは、「キリストにある新創造」が意味するすべてのものを含みます。


  ですからここでケルビムは、神に対する万物の贖い――天的秩序、霊的秩序の贖い――を宣言し、天の秩序の贖いを通して人と神が再び一緒になることを宣言します。最初の絵では、人と神は分かれています。神は内側におられ、人は追放され、閉め出され、排除されています。間に壁があって、越えることはできません。しかし、ここで光景が一変します。神と人は共にいます。幕の上のケルビムは宣言します。神と人は霊的関係の中に、天的秩序の中に共にいます。また、合一は修復され、回復されました。神の満足は回復され、万物は安息します。この幕があった場所よりも静かな場所は地上になかっただろうと思います。天と永遠の静けさを感じることができたでしょう。すべてが平和、安息、調和を物語っていました。


  そしてこれと関連して、祭司の務めが進行します。祭司職の務めはこれと関係しています。それは和解の務めです。ケルビムの第一の記述は断絶を表し、第二は和解、回復を宣言します。創世記で失われたものが、この出エジプト記で回復されます。


  十字架によるキリストの御業に基づいて、神が天的で霊的な真の秩序を得られるとき、何が起きるのでしょう？人々が救われます！人々が救われるために、「特別な努力」、大きな努力をすることが慣例になっています。努力はしなければならないと思いますが、それでも私がこう言うのは条件付きです。これは決して誹謗や批判の言葉ではありません。教会の現在の状況のゆえに、努力しなければならないように思われます。しかし注意してください、この天的性質、この霊的性質、この天的秩序を持つ教会を神が得るなら、人々が常に救われることが普通のことになるでしょう。「主は救われつつある者たちを彼らに加えられた」。しかし、主は安心して人々を加えられる教会を得なければなりません。


  



  宮の中のケルビム


  



  ケルビムは宮の次の場所に見られました：


  
    １．内堂の中。列王上六・二三、歴代下三・十

    ２．宮の壁。列王上六・二九、歴代下三・七

    ３．内堂の扉。列王上六・三二

    ４．宮の扉。列王上六・三五

    ５．幕の上。歴代下三・十四

    ６．鋳物の海の上。列王上七・二九、三六

  


  二体は金でできており、二体は金をかぶせたオリーブの木からできていました。それらはしばしば組になっていました。二は完全な証し、証しの完全さを示す聖書的象徴です。「もしあなたたちの中の二人が心を合わせるなら……」（マタイ十八・十九）。二つの金は、ここで象徴されているものの大いなる価値を意味します。二つの木――金をかぶせたオリーブの木――は、聖霊によって強められた人性を意味します。ご存じのように、オリーブ油は御霊のことを言っており、オリーブの木は神の秩序に従う人の内にある御霊の力のことを言っています。二体のケルビムは血を見つめており、他の二体は務めの場所、奉仕の場所全体を囲んでいます。羽を宮の幅一杯に伸ばしている二体のケルビムの大きさに注意してください。これは些細な特徴ではありません。しかし、詳細は省いて、その意味をまとめましょう。これは何でしょう？


  第一は、キリストを完全に認識することによる、霊的で天的ないのちです。二体は、尊い血を注がれた、契約の箱の上の恵みの座を見つめます。すなわち、キリスト、神の子、神の人を見つめます。キリストは神の御思い、主の御心、神の神聖な性質の化身です。二体のケルビムは、キリストの贖いの働きが成就したこと、注がれた尊い血により十字架が意味することを、すべて見つめます。彼らはそこにいて、キリストとその十字架の力強い働きに心から感謝します。いのちはこうして到来します。他の方法では到来しません。


  第二は、奉仕における天的原則です。二番目の二体は、喜んで仕え、進み、従い、どんな小さな神の命令にも応じようとする熱心さを表し、体現しています。彼らは立っており、座していません。その翼は広く広げられており、畳まれていません。ここでも、その足について述べられています。創世記や出エジプト記は、彼らの足について述べていません。歴代誌、エゼキエル書、イザヤ書では、彼らの足について述べています。ここでは、すべてが積極面であり、その目的は奉仕です。彼らは喜んで神のために行動――活発で力に満ちた注意深い奉仕――しようとする姿勢の絵図であり、その表現です（歴代下三・十三）。これはいのち――務めにおけるいのち、奉仕におけるいのち――の表現であり、聖所と関係しており、十字架が意味するすべての恩恵によります。


  宮は神の霊の家を表す旧約の比喩です。ペテロは言います、「霊のいけにえをささげる」「生ける石からできている」「霊の家」（一ペテロ二・五）。私たちはこれであり、教会はこれです。しかし、教会にも、ケルビムによって体現されているこの天の諸々の原則がなければなりません。ケルビムはすべてを覆い、すべての上に羽を広げ、すべてを治め、すべてを包みます。ケルビムはそこで神に仕え、キリストを認識し、キリストを理解します。キリストご自身の生活の原動力と原則――ケルビムが奉仕するのは、これを理解することによります。ですから、神の家の奉仕はすぐれて霊的でなければならず、霊的な人々によってなされなければなりません。それは、キリストだけが与えられる権威の中になければなりません。彼から来る力の中になければなりません。御霊が与える理解力と知性の中になければなりません。御霊の絶対的主権の下になければなりません。御霊は、「あなたの考えや、あなたのアイデアや、あなたの思いではありません。わたしは自分の道を行かなければなりません。わたしは自由でなければなりません」と仰せられます。


  ですから、この列王記と歴代誌が見せているのは奉仕であり、十字架と十字架につけられたキリストに関して奉仕している大いなるケルビムであることがわかります。奉仕とはこれです。これは大いに心を探ります。


  



  経験上の諸原則


  



  さて、これらを全部まとめて理解するのが難しく思われても、結局のところ、これは経験上とても現実的です。主の真の僕になりたいのなら、また自分の永遠の召しの特権にあずかりたいのなら、あなたは聖霊の御手の下でこの四つの点を見いだすでしょう。


  第一に、権威は彼と共になければなりません。統治は彼の肩の上になければなりません。あなたや私がそれを自分の肩に担おうとするなら、私たちはその重さを負わねばならず――彼は私たちを放っておかれます――つぶれてしまうでしょう。私たちは自分が外にいるのを見いだすでしょう。


  第二に、この霊の事柄の領域では人の力は役に立たないことがわかります。私たちには別の種類の力が必要です。「肉は何の役にも立たない」とイエスが言われた時、知力は決してあなたを切り抜けさせられないこと、意志の力は決してあなたを切り抜けさせられないこと、感情の力は決してあなたを切り抜けさせられないこと、肉体の力、最高の健康や体調でさえも決してあなたを切り抜けさせられないことを、彼は言われたのです。霊の力、天からの力だけが、あなたを切り抜けさせることができます。そしてこの学課の中で、神の御業の道の諸々の原則、奉仕する神の方法に関して、私たちは聖書全体を理解します。


  第三に、聖霊が教えてくださるのでなければ何も知ることができないことを、私たちはあらゆる学びで学びます。神の奉仕の中で学ぶべき最も深い学課の一つは、もともと私たちは何も知らない！ということです。自分は何かを知っていると思うなら、私たちは確かに制約の中にあります。


  最後に、真っ先に学ぶべきことは、聖霊はご自身の道を行くことを主張・要求される、ということです。聖霊の道に割り込むなら、私たちは災いです！


  いのちの道、「生きもの」の道は天の道です。この道では、これらの天の諸事は真実です。これが霊性です。あなたは言います、「だれが霊的な人でしょう？だれが霊的な男女でしょう？私に一人見せてください！」。それなら私はあなたを、生活の中で完全に主の統治下にある人のところに連れて行かなければなりません。その人はすべてのことで主に聞き従います。その人は、すべての力を主から引き出す必要性と、自分の中に力がないことを常に感じています。その人は常に学ぶ用意があり、主が知らせてくださらなければ自分は何も知らないことをよく知っています。その人は、主が望むままに行動できるよう、全くさえぎるもののない自由な道を主に与えています。このような人が霊的な人です。人がこうであればあるほど、ますます多くのいのちが存在するようになり、ますます霊性の度量が増し加わります。


  霊といのち――霊性と活気。創世記から黙示録に至るまで、この二つは結びついています。私たちはまだ、黙示録の中のケルビムについて考えていません。これについて考えるなら、それが前に出てきたもの全体のまとめにほかならないことがわかるでしょう。


  



  第七章　いのちの勝利


  



  
    「わたしは生きている者である。わたしは死んだが、見よ、いつまでも生きている。そして、死とハデスの鍵を持っている。」（黙示録一・十七、十八）

  


  
    「御座の中央と御座の周囲には、四つの生きものがいた。」（黙示録四・六）

  


  これらの節をその直接の文脈の中で見るなら、そして黙示録全体の文脈の中で見るなら、それらは途方もない勝利を表していることがわかります。もちろん、聖書の頂点を成している黙示録は、小羊の究極的勝利の書です。ここには、あらゆる領域にわたる絶対的勝利があります。しかし、その勝利の格別な特徴は、「わたしは生きている者である」と仰せられる御方の場合も、また四つの生きものとそれが表しているすべてのものの場合も、それがいのちの勝利であるということです。それはいのちの勝利なのです。


  主ご自身のこの声明は、途方もない勝利の声明です。「わたしは生きている者である。わたしは死んだが、見よ、いつまでも生きている。そして、死とハデスの鍵を持っている」。これは勝利であり、生きている御方によるいのちの勝利です。同じことが四つの生きものの場合にも言えます。最終的に、私たちは天にいて、御座についています！これは途方もない勝利です。これは、長きにわたる大きな戦い――いのちの論争――の結果です。この戦いは園の中で始まり、この黙示録で終わります。


  



  聖書の中心問題――いのち


  



  聖書は多くの区分に分けられます。霊的順序にしたがって、一つの区分が他の区分に続きます。それらの区分はみな、最初から最後まで、一つのことを中心としており、一つの問題に集中しています。それはいのちです。あらゆる問題、あらゆる課題、あらゆる議論、あらゆる困難は、いのちに関するものです。これらの聖書の異なる区分は、この一つの問題、この一つの論争の別々の面にほかなりません。


  



  Ⅰ．旧約において


  



  （Ａ）いのちの各面


  



  最初に、短い導入区分があります。その区分は創世記の最初の三つの章からなっており、いのちの問題全体とそれに関する議論を導入します。これが、これらの章で述べられていることの核心です。園の中で起きることは、いのち、永遠のいのちと関係があります。これはいのちの木によって象徴的に表されています。こうして、この戦いが始まり、この論争が始まります。これは代々にわたって長く続いてきた論争であり、聖書全体を貫いています。これは、私たちが結末に至るまで続きます。しかし、その結末は勝利のいのちの木です。いのちがそこにあります。


  



  （１）贖い：祭司


  



  旧約の一つ目の主要な区分は創世記四章から申命記までであり、この同じ問題の新しい形を示しています。それはいのちに関する試練です。今、この試練は個人的な形ではなく、団体的な形を取ります。第一は種族であり、次は国家です。この区分の大半は、イスラエル史における特別な四十年――荒野の四十年――で占められています。ご存じのように、四十という数は試練、試み、苦難の期間を常に意味します。この区分は、試練にある一国家の記録であり、いのちの問題と関係しています。しかしここでは、いのちは贖いと関係しています。これが中心テーマです。この期間のしるしは祭司と祭壇です。大いなる祭り、大いなる供え物、恵みの御座、注がれた血――これらすべてが中心です。いのちに関するいっさいの懸案は贖いに集中しており、贖いに基づいています。人々はこれに関して試みられます。この区分は死んだ人々で終わります。二人の人を除いて、全国民が荒野で滅びます。彼らは試みを受けて失敗しました。彼らは偉大な贖いの働きの恩恵を受け継ぎませんでした。


  



  （２）権威：王


  



  第二の区分はヨシュア記からエステル記までであり、いのちの試練は今、他のものと関係しています。この区分は祭壇、祭司、血、贖いの問題を取り扱っていますが、今や、おもな特徴・要素は権威のそれです。これはヨシュア記のまさに冒頭から始まります。ヨシュアは、抜き身の剣を持って立っている一人の人を見ます。その人は自分を万軍の主の将であると名乗り、ヨシュアはこの人にすべてを委ねるよう命じられます。その瞬間、権威に関するいっさいの懸案が導入されます。この期間のしるしは御座と王であり、いのちはこれと関係しています。今、いのちの問題は神の民の間の神聖な権威と結びつけられます。天の統治が、一定の秩序をもって、彼らの間に確立されます。


  



  （３）回復：預言者


  



  一時の間、ヨブ記から雅歌の区分を飛ばして、旧約の最後の区分、イザヤ書からマラキ書までの区分にやって来ます。この区分は、この同じものの別の面を導入します。それは、預言者たちの訴えによる試みです。その訴えとは何でしょう？国家は道を誤り、神から離れ、霊的生活から転落しました。預言者は主に立ち返るよう訴えます。人々はその訴え、預言者たちの呼びかけの下で試みられます。ここでのしるしは預言者、その人です。この試みの結果は、またもや死です。なぜなら、そこに具体化・表示されているいのちの原則がまたもや破られたからです。


  



  （Ｂ）いのち基礎である十字架


  



  さて、これらの要素をすべて一緒にすると、旧約がいのちの問題について教えていることがわかります。それはすなわち、神が人に経験させようとしておられる満ち満ちたいのちは基本的に十字架に基づく、ということです。十字架は大いなる犠牲的贖いであり、死んでまた生きておられる御方の身代わりの御業です。神と人にとって重要なことは、歴史上ただ一つしかありません。それは永遠のいのちの問題です。ですから、満ち満ちたいのちは第一に、十字架と十字架が意味するところのものに基づきます。十字架が私たちの生活の中に適用されて、基本的かつ主要な現実となる時だけ、あなたや私はこのいのちを知り、このいのちを得、このいのちの中で増し加わることができます。十字架は、私たちが受け入れて同意すべき教理であるだけでなく、私たちの中に働く力を持っているのです。


  なぜなら、十字架は初めに起きた出来事に反対して立つからです。園の中で人の全性質は変えられてしまいました。人は、神が造り、意図されたものとは異なる被造物になってしまいました。人にとってすべてが悪化しました。人は癒されることができません。人は治療されることができません。人はいのちをなくし、失いました。人は今や閉め出されており、死ななければなりません。人がこのいのちを得るには、神の御心にしたがって構成されている別の人、新しい人が到来しなければなりません。罪が贖われ、罪人が視野から除かれ、新しい人がもたらされたこと――これが十字架のメッセージです。


  



  （１）祭壇


  



  いのちの最初の受容と獲得は十字架に基づきます。そして、いのちの漸進的増加も十字架に基づきます。エゼキエルの宮において、川がどのように祭壇の道を流れ下るのか、すでに指摘しました。いのちは常に祭壇と密接に関係しています。原則として、いのちは決して十字架を離れません。キリストの死の法則が私たちの中に働くとき、その程度に応じて、またその程度にまで、キリストの復活の法則が私たちの中に働きます。この二つは常にバランスを保ちます。より多くの死はより多くのいのちを意味します――より深い死はより深いいのちを意味します。神の霊はこのバランスを保たれます。神の霊はこれに関してとても実際的です。


  



  （２）御座


  



  しかし、このいのちの問題はこれで終わりではありません。いのちはさらに、生活における主の絶対的主権に基づきます。生活の中に、祭壇だけでなく御座も到来します――生活の中にキリストの主権に対する完全な服従があるようになります。王職の全期間にわたって、人々に関するかぎり、すべてが君主政治を中心としていました。それが神の意図どおりのものだった時、そこにはなんといういのちがあったことでしょう！ダビデの統治の終わり頃とソロモンの統治の四十年を考えてみなさい。なんといういのちの時でしょう！なんという満ち満ちた時でしょう！なんという視覚教材――なんというたとえでしょう！歴史上、なんという栄光の実例でしょう！神がしかるべき場所に御座を据え、しかるべくその座につかれる時、状況が統治に関する御心にかなっている時、人々が王を持つことを喜び、その人を王として尊び、完全に王に服する時、それに続いて栄光がやって来ます！


  しかし、王座が堕落する時、王職が汚される時、すべてが変わります。よく知られている一つの例をあげましょう――ウジヤ王の例です。彼の統治の初めの頃、状況は良く、すべてが素晴らしいものでした。しばらくの間、その素晴らしい状況が続きました――いつまででしょう？彼が繁栄する時までです！ああ、繁栄の危険性！その時、彼の心は高ぶり、彼は別人になりました。自己と「私」が現れました。偉大なウジヤ王は神に打たれ、らい病で死にました。王座は汚され、地に落ちました。しかしその時――「ウジヤ王が死んだ年、私は高く上げられた御座に座しておられる主を見た」とイザヤは記しました。堕落した王座と、それに続く人々の状況に対抗して、天の御座がもたらされます。今や、いのちの試みはその御座と関係しています。


  あまり詳細に立ち入らなくても、これがかなり実際的であることは明らかだと思います。主の統治、権威、御座は、たんなる抽象的概念や観念ではありません。それはとても実際的なものであり、宮の中に、神の家の中に直接もたらされます。いのちは、神の家の中に見いだされる主の権威に完全に服することと結びついています――これはきわめて現実的な原則です。彼の教会である彼の家の中で、霊のからだである彼の宮の中で、実際的方法で主に服従することにはなんという恩恵が伴っているのでしょう！そこには途方もないいのちの祝福があります。人々がこう言うのをよく聞きます、「主の民の間で受けた祝福のゆえに、主にどんなに感謝しても感謝しきれません」――そこでは彼が主だからです。他方、真の王がおらず、それぞれの人が自分の目に良く見えることを行っている、キリスト教圏をご覧なさい。そこには何の権威もなく、何をなすべきか知っている人はだれもいません。これは恐ろしい惨めな状況です。これはいのちではありません。いのちは、主ご自身によって確立される、この神聖な権威の問題と結びついているのです。


  イスラエルについても、彼らの歴史のこの区分の結末は死でした。ソロモンでさえ、道を誤りました。その王座に関して、イスラエルとユダの王座に関して、なんという悲劇が続いたことでしょう！王の時代のなんと暗い結末でしょう！――これはみな、御座が犯され、脇にやられたためであり、権威の原則が拒否されたためです。


  



  （３）預言者の回復の務め


  



  それから預言者たちの期間です。これは何を意味するのでしょう？これは次のことを意味します。ここに、神からのメッセージを持つ人々がいます。それは神の民を回復するためです――彼らを教え、彼らを構成し、彼らを建て上げ、彼らを主を知る知識の恩恵にあずかる民とするためです。新約に進むなら、おそらくこのことが最もよくわかるでしょう。


  



  Ⅱ．新約において


  



  新約において、マタイによる福音書からユダの手紙までの部分には、霊的に対をなすこれらの三つの要素があります。それから黙示録では、すべてが満ち満ちた豊かさの中で一緒にされます。


  



  （Ａ）いのちの各面


  



  （１）十字架：祭司


  



  最初に福音書です。福音書の結論は何でしょう？各々、異なるメッセージ、異なる面を持っていますが、共通する一つの結論があります。それは、贖いの小羊がささげられたこと：罪の担い手として、罪のためのいけにえとして、キリストが人々に渡されたこと：いけにえとしてだけでなく、人々の仲保者――祭司――として渡されたことです。これらはみな、いのちと関わりがあり、いけにえとして、仲保者として、贖い主として、ご自身を渡された御方と関係しているいのちと関わりがあります。十字架は最後に四福音書を一つにまとめ上げます。


  



  （２）御座：王


  



  使徒行伝に進みます。何を見いだすでしょう？御座が据えられて、王がその御座に座しておられます。彼は高く上げられて、天で大能者の右に座しておられます。王がそこにおられます。イエスが御座についているおかげで、なんといういのちが使徒行伝の中に見られることでしょう！戦い？確かに、恐ろしい戦い、多くの戦いがあります――しかし、彼が御座についているおかげで勝利です！


  



  （３）教えと回復：預言者の務め


  



  次に、ローマ人への手紙からユダの手紙には、主の民がそれによって建て上げられるべきいっさいのことがあります。これらの手紙に盛り込まれているすべての教え、すべての指示、すべての光、すべての啓示は、建て上げのためです。そして、それはみないのちと関係しています。十字架に基づくいのち：キリストの絶対的な権威と至高の頭首権と関係しているいのち：私たちの成長、私たちの発達、私たちの成熟と結びついているいのちが、指示により、教えにより、完全な御言葉により、示されています。これがこれらの手紙の結果です。それはいのちか死かの問題です。たとえばローマ人への手紙において、これはきわめて明らかではないでしょうか？他のすべての手紙についても同じです。


  しかし、「私たちは否応なくいのちの増し加わりを持つようになるだろう」とか、「それは自動的に生じるだろう」などと思わないようにしましょう。主の事柄について教えを受け、主が与えてくださる光に応じる時だけ、私たちはいのちの増し加わりを持ちます。主の御言葉があるのにそれに従わないなら、私たちは自分の中のいのちを窒息させてしまいます。すべての教え、すべての指示は、私たちがさらに豊かないのちの中に入るためです――それは生きた教えであるべきです。もしそこからさらに多くのいのちが生じないなら、教え、集会、特別集会には、全く意味や価値はありません。


  これは旧約の預言の区分に対応します。これは、神の民に対する神の当初の完全な御旨を回復するためであり、神の民をその完全な御旨の中に導くためであり、そうすることによって、神のいのちを彼らの中に増し加えるためです。


  



  （Ｂ）いのちの三つの基礎


  



  このように、いのちはこれらの三つの要素に基づきます。これをはっきりと理解しましょう。このいのちの問題はとても大きな事柄です――実に、これは大切な唯一のことです。


  第一に、いのちは私たちの経験の中に働く偉大な十字架の現実に基づきます。


  第二に、いのちは私たちの生活の中できわめて実際的なものとされる、キリストの絶対的な至高の頭首権に基づきます。これはただたんにイエス・キリストを「主よ」と呼ぶ問題ではありません。主は、彼を「主よ」と呼びながら、彼が言ったことを行わない人たちがいることを話されました（ルカ六・四六）。それは全くの偽善でした。そうではなく、主権は彼に対する完全な服従、従順を意味します。主は、とても単純な多くの形で、これをきわめて実際的なものとされます。


  第三に、この大いなる問題であるいのちは、主が私たちに知って欲しいと願っておられるすべてのこと、そして主が私たちに知らせるために備えてくださったすべてのことを、私たちが知ることと結びついています。私たちは自分の経験から、ある程度、これを確認できるのではないでしょうか？主の御言葉を携えて、主の御前で待っているとしましょう。おそらく、なじみ深いどこかの節を黙想している場合もあるでしょう――すると静かに、あるいは突然に、以前見たことのないものを見ます。そして見ることを通していのちがもたらされます。見ることは何かを行います。御言葉を黙想しているとき、これが何度も起きるのを私は経験しました。繰り返し読んできたものが、それまで見たことのない新たな力、新たな意味をもって、突然迫ってくるのです。そして、大きな助けになります。御言葉は川を流れさせます。なぜなら、主は御言葉が私たちに対していのちとなるよう定められたからです。


  ですから、いのちは私たちの知識と結びついています。それで、私たちに知識を得させるために、これらすべての手紙があるのです。主の御旨は私たちが御子を知る完全な知識に至ることである、とパウロは何度もはっきりと述べています。私たちの訳ではこう訳されておらず、普通はただ「知識」となっていますが、ギリシャ語の単語は時として私たちの「知識」という言葉よりも強い言葉です――それは「完全な知識」、「認識」、「認知」です。いのちである初歩的な知識があります。「永遠のいのちとは、唯一まことの神であるあなたと、あなたが遣わされた者、イエス・キリストを知ることです」（ヨハネ十七・三）。これが始まりです。しかし、これは始まりにすぎません。さらに豊かな知識があります。それは初歩的な知識よりもはるかに大いなるものであり、より多くのいのちを意味します。これはみな、これらの手紙の中心です。


  



  黙示録：勝利のいのち


  



  黙示録に戻ると、すべてがそこにあります。創世記と他のすべての書がそこにあり、すべてが統合されています。あらゆる試みに決着がつきます。サタンは判決を受けて、法廷から追放されます。罪は「ほふられた小羊」（黙示録五・十二）により決着がつきます。無秩序と不従順に決着がつきます――王が御座に座しておられます。御座の前で完全な光が明るく輝いています。御座の前には七つの火の明かり――神の七つの霊――があります。そして、全く完全な知識、完全な視力、完全な啓示を象徴する、目で満ちた四つの生きものが、ここで勝利のうちに御座を囲んでいます。そこには十字架による御子の勝利があります。そこには聖霊、いのちの霊の主権があります。それらがみなこの黙示録の中にあり、全聖書が要約されています。今や、いのち――満ち満ちたいのち、勝利のいのち――です。最後の描写は、「彼は水晶のように光り輝く命の水の川を私に見せた。それは神と小羊の御座から出ていた」（二二・一）です。


  



  主の民は復活を体現しなければならない


  



  さて結論として、これをさらに自分たちに適用しましょう。これは真実であって、たんなる理論、観念ではない以上、これは私たちを何かとても大きなものに巻き込みます。それは私たちをこの途方もない論争の中に巻き込みます。この論争の上であらゆる問題が荒れ狂っています。悪魔はできるものなら、人がこのいのちを得る邪魔をしようとしますし、そのいのちを持つ人の中でそれを抑圧して、消そうとします。彼はもし可能ならば、考えうるあらゆる手段を用いて、そのとてつもない悪魔的知恵により、このいのちに対抗しようとします。最後に神が勝利を収められます。しかし、これは戦いであり、現在の争点です。


  これは争点であり、イエスの証しです。これは何か私たちが巻き込まれているものです――この勝利のいのちの証しは私たちの間で体現されなければなりません。あなたはこれを理解しているでしょうか？私たちに対する、教会に対する、個々のクリスチャンに対する一つの争点は、私たちが復活の中でキリストの絶対的勝利の証しにならなければならないということです――主イエスの復活は、クリスチャンの信条の一部ではなく、クリスチャンの存在そのものの一部でなければならないのです。これが、あらゆる種類の非常に深刻な敵対や反対から、主が決してご自身の民を守らなかった理由です。これは、教会と主の民はイエスの証しを体現しなければならず、キリストの復活の力の表現でなければならない、という単純な理由によります。これが、死――終結――のように見える多様な経験を私たちが何度も通る理由です。ただしこれは、私たちが霊的な民の場合、真に主の御旨の道にある民の場合です。


  



  死から出たいのちに関するパウロの経験


  



  私の言わんとしていることがわからなくても、心配しないでください――それはじきに十分にやって来ます！しかし、それを知り尽くしている多くの人々がいます。私たち自身の内にあるもの、あるいは私たちの外にあるものが、私たちをすっかり絶望させ、終わらせるかもしれません。この満ち満ちたいのちの問題に関係している人がいるとしたら、それはこの人パウロです――彼は復活について話せる第一人者でした。第一に主イエスの復活について、次に信者の生ける経験としてのこの復活について、パウロが述べたことをすべて要約するとこうなります、「彼の大能の力の働きにしたがって、信じる私たちに対して働く彼の力が、どんなに卓越して偉大であるかを、あなたたちが知りますように。神はその大能の力をキリストの内に働かせて、彼を死人の中からよみがえらせ、彼をご自身の右に座らせ………」（エペソ一・十八～二〇）。


  「彼の力の卓越した偉大さ」――復活の中でキリストを死人の中からよみがえらせた――が「信じる私たちに対して」働きます。これは声明としては途方もないものです。このようなことを言う人は、これ以外のことを決して何も経験しないにちがいありません。しかし、この人は言います、「私たちは生きる望みを失い、自分自身のうちに死という判決を持ちました」。ああ、しかし、彼はそのままではすませませんでした。彼の言葉の結びは、「それは、私たちが自分自身に信頼するのではなく、死人をよみがえらせてくださる神に信頼するためでした」（二コリント一・八、九）です。彼は、絶望から復活の新しい経験の中に、すべてが終わって諦めなければならないように思われるところから復活の力強い別の経験の中に入ったのです。よく気をつけてください、この人は決してその経験で止まりませんでした。生涯の最後の間際に、それまで復活の力をさんざん経験してきたにもかかわらず、彼はなおも言います、「それは、キリストとその復活の力とを知るためです」（ピリピ三・十）。ここに、全生涯を通して、どん底の恐ろしい道を歩んだ人がいます――死のように見える彼の経験の一覧を読んでください（二コリント十一・二三～二七）。「死に瀕したこともしばしばです」と彼は言い、それがいかなるものだったのかを告げます。しかしそれでも、彼はまさに死に対する勝利――復活――の化身なのです。


  さて、私の要点はこうです。すなわち、好むと好まざるとにかかわらず、これが証しの道です。そしてこれが、主の民がこのような経験をするのを主が許される理由です。これが、溢れんばかりの圧倒的な死のように見えるものに彼の教会がさらされることを、主が時として許される理由です。教会が絶望しているように見える時、サタンが決定的に勝利して、教会が溺れているように見える時、再びそれが到来します。それは到来するだけでなく、以前よりも強くなって到来します。それは、エジプトでのイスラエルに関する古い証しです。「苦しめられれば苦しめられるほど、彼らは数が増えた」（出エジプト記一・十二）。これは復活の原則です。蘇生だけでなく、力強い増し加わりです。それは主です。神にまつわるいっさいのことは、この主要問題であるいのちと密接な関係にあります。ですから、それはそのようなものとして現されます。あなたや私はその化身でなければなりません。教会はその化身でなければなりません。これが証しです。証しはある一組の教理や教えではありません。証しは、「イエスは死人の中からよみがえって生きておられる！」ということなのです。


  これは最初から最後まで、実に多くの形で、神の民の歴史の中に示されます。あなたは主の民でしょうか？あなたは彼のいのちを受け取ったでしょうか？すべてが終わって、もはや前途が尽きたかに見える地点、生きる望みさえ失う地点に、あなたは一度ならず至ったことがあるかもしれません。しかし、信じてください、神はそれで終わりにはされません。神は前よりも多くのいのちが生じるようにされます。これが証しをもたらす神の方法です。悪魔に立ち向かい、悪魔と戦うのは、全く結構なことです。しかし忘れないでください、死の君である悪魔に対する確かな答えは、いのちを握ることなのです。言葉ではなく、いのちです。言い回しではなく、いのちです。言葉で悪魔を攻撃する方法ではなく、いのちです。答えは私たちの中にあるいのちです。ですから黙示録では、主に敵対して現れるものがすべて、最後の力の一滴までも使い尽くし、それから打ち破られて粉々になるのを見ます。なぜなら、いのちが立ち上がって勝利するからです。これは確かに重大な仕事です。それは多くの戦いと、抑圧・試練・絶望の長大な時間を要します。しかし、これがいのちの証しの道なのです。もしいのちがそれとは反対のあらゆるものと対峙させられなければ、私たちはこのいのちが何か知ることはできないでしょう。それは証しです。ですから、ヨハネは手紙の中で言います、「これが証しです。すなわち、神が私たちに永遠のいのちを与えられたこと、そしてこのいのちが御子の中にあることです」（一ヨハネ五・十一）。神が私たちに永遠のいのちを与えられたこと、これが証しです。証しはいのちです。


  



  いのちの回復のために行動する天の勢力


  



  これが、この黙想で述べようとしてきたいっさいのことの本質です。というのは、つまるところ、「生きもの」は異なる面によって象徴される特徴をすべて備えてはいるものの、結局のところ、「生きもの」は生きているものだからです。彼らの主要な特徴は生きていることです――彼らは生きているのです。


  さらに、彼らは生きて強い影響を及ぼします。これに関して、私はエゼキエルの幻の意味を大いに喜んでいます。この問題について、エゼキエルは大いに私を助けてくれました。ご覧のように、エゼキエルの時代、すべてが道を誤りました。神の民は神から離れ、神を拒絶しました。彼らは他の神々を慕いました――偶像礼拝が蔓延していました。そして、神の栄光は上に昇って行き、彼らから去りました。これは恐ろしい光景です。その時、「生きもの」、ケルビムが直ちに視界に入って来ます。


  この時点の生きものに関して、他の箇所には見いだせないものに何があるでしょう？エデンでは、いのちの木への道を守るため、彼らは園の入口に立っています（創世記三・二四）。幕屋と宮では、恵みの御座の上で、幕と覆いの上で、そして他の場所で、彼らは静かに休んでいます。すべてが安息しています（出エジプト二五・十八、二六・一、三一・一、列王上六・二三、歴代下三・十）。ところがエゼキエル書に来ると、彼らは安息を妨げられ、みな立って働いています。彼らは騒乱、騒ぎの中にあります。エゼキエルのこの幻に関してここで述べられていることはみな、何かがなされなければならないことを告げています。ここに安息はありません。すべてが動いています――途方もないエネルギーの光景です。この状況のために、心配して気遣っている一つの霊がいます。いのちに関するこの問題全体は、恐ろしい戦いになりました。ここに、解決されるべき状況があります。この状況はすべて、今の神の民にもあてはまるものであり、何とかして克服されなければなりません。なぜなら、それは死という結果になるからです。そこで、生きものが途方もない活動を開始します――彼らはみな活動します。


  状況が悪化する時、主はただ座して諦めてしまうのではありません。主は、「これは良くありません。わたしたちはこれに関して何もできません」とは言われません。そうであることを、私はうれしく思います。その時こそ、主が反応される時なのです。私は間違っているかもしれませんが、生きものによって表されているものが今まさに、大いに活動しだしているように感じます。現存する物事の状況に関して神が動いておられる、という新たな感覚があります。神はこの状況を黙って受け入れていないこと、神はこの状況下で座り込んでいないこと、神はこの状況によって打ち負かされていないことを、神は私たちに告げてくださるでしょう。この状況は神の手に負えないものではありません。神は決着をつけてくださいます。これで終わりではありません。終わりはこれよりも良くなるのです！


  これを信じるでしょうか？信じないなら、すっかり諦めてしまった方がいいでしょう。しかし、神は動いておられる神です。神は次の一事を目標にして動いておられます。すなわち、あなたや私の中からいのちの川の豊かな奔流が流れ出て、絶対的勝利を収めることです。自分自身に対する私たちの絶望や、目にする状況の絶望的様相――そのすべてに対抗して、たとえどんなに光景が暗くても、神は依然として完全な輝きの中でご自身の証しを持たれると信じましょう。神の証しは、イエスを死人の中からよみがえらせたことです――この証しは人の器の中に、そして神の選びの民からなる大いなる団体的器の中に盛られます。主は私たちがこれを信じるのを助けてくださいます。


  



  
    「わたしを信じる者は、聖書が言っているように、その人から

    生ける水の川々

    が流れ出るようになる。」

  


  



  注記


  



  「ただで受けたものはただで与えられるべきですから、私の著書に著作権をつけないでください」という著者の遺志により、本書は著作権フリーです。本書を配布する場合は、著者の遺志を尊重して、著作権をつけないでください。

OEBPS/Images/cover.jpg
e

i
i
%
KD)
| Pq

T
A
—R
,?_
A
A
=7
S





